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内
向
き
の
米
国
・
台
頭
す
る
中
国
な
ど
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
、

持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
波
乱
含
み
の
世
界
経
済
、
混
迷
の
中
東
情
勢
な
ど

国
際
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
日
本
は
成
長
戦
略
推
進
に
加
え

国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
創
設
や
同
戦
略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
策
定
な
ど
、

安
全
保
障
体
制
整
備
へ
と
動
い
て
い
る
。
一
方
、

国
の
安
全
保
障
／
経
済
成
長
と
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
議
論
は
、

十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日
本
の
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
い
。

日
本
の
安
全
保
障
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

宮
家
邦
彦 

キ
ャ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
／
立
命
館
大
学
客
員
教
授

小
山
　
堅 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
常
務
理
事・首
席
研
究
員

永
濱
利
廣 

第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査
部
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

鼎
談

基
軸
を

探
る



06 ［やく］  2014 March 05

国
際
情
勢
と
日
本
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

不
透
明
感
が
高
ま
る
世
界
経
済
の
な
か
で
、

日
本
は
貿
易
収
支
だ
け
で
な
く
経
常
収
支
も
赤
字
に

宮
家　

き
ょ
う
は
日
本
の
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
現
状
で
す
が
、
永
濱
さ
ん
、
国
際
経
済
情
勢
と
日
本
経
済
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
。

永
濱　

世
界
経
済
の
現
状
を
一
言
で
言
う
と
、
非
常
に
不
透
明
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
が
金
融
緩
和

の
出
口
に
向
か
う
な
か
で
経
済
指
標
が
下
振
れ
し
て
い
る
。
中
国
経

済
も
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
の
デ
フ
ォ
ル
ト
懸
念
が
重
な
り
、
あ
ま
り
良

く
な
い
指
標
が
出
て
い
る
。
そ
う
い
う
諸
々
の
要
因
を
背
景
に
、
新

興
国
の
通
貨
も
下
落
。
特
に
大
き
く
通
貨
を
下
げ
て
い
る
の
が
、
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
フ
ァ
イ
ブ
─
─
ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
経
常
赤
字
の
著
し
い
国
。
こ
こ

の
通
貨
が
下
落
し
て
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
日
本
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
結
局
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
指
標
の
弱
さ
が
発
端
で
す
か
ら
、
ド
ル
が
若
干
安
く
な
り
、
日
本

株
の
下
落
も
一
部
で
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
割
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

下
が
っ
て
い
な
い
。
日
本
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
デ
フ
レ
脱
却
の
兆
し

は
見
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
円
安
の
副
作
用
と
原
発
を
動
か
せ
な

い
面
が
あ
っ
て
、
貿
易
赤
字
が
膨
張
し
て
い
る
。
特
に
昨
年
末
か
ら

経
常
収
支
も
赤
字
化
。
世
界
経
済
の
不
透
明
感
が
高
く
輸
出
も
増
え

に
く
い
な
か
、
経
常
収
支
の
赤
字
化
は
、
財
政
懸
念
を
招
き
ま
す
。

今
は
日
銀
が
大
胆
な
金
融
緩
和
で
国
債
を
大
量
に
買
っ
て
い
ま
す
か

ら
急
に
金
利
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
景
気
が
良

く
な
り
金
融
緩
和
の
出
口
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
も
財
政

危
機
の
懸
念
が
出
て
く
る
。

　

世
界
経
済
、
日
本
経
済
と
も
非
常
に
不
透
明
感
が
高
い
状
況
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

宮
家　

シ
ェ
ー
ル
革
命
が
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
マ
ク
ロ
経
済
に
中
長
期

的
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
下
が
っ

て
い
て
、
今
後
も
下
が
る
。
ア
メ
リ
カ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
を
増
や

す
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
経
済
の
ア
キ
レ
ス
腱
だ
っ

た
双
子
の
赤
字＊

が
縮
小
し
、
大
き
く
プ
ラ
ス
に
効
い
て
く
る
。
ひ
い

て
は
日
本
経
済
で
考
え
て
も
、
今
、
天
然
ガ
ス
は
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ

ア
ム＊

と
い
う
形
で
高
く
買
っ
て
い
ま
す
が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
安
い

値
段
で
輸
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
調
達
先
を
多
様
化
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
き
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
革
命
と
原
子
力
事
故
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
り
正
反
対
の
日
米

宮
家　

僕
も
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
マ
ク
ロ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
経
済
に
与

え
る
影
響
は
中
長
期
的
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
小
山
さ
ん
は
専

門
家
と
し
て
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

小
山　

世
界
経
済
は
不
透
明
感
が
高
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
同
様
で
す
。
こ
こ
数
年
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
は

不
透
明
な
要
素
が
多
く
、
日
本
も
世
界
も
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
確
保
を
図
る
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
ず
っ
と
高
い
。
ア
ラ
ブ
の
春＊

な
ど
を

背
景
に
中
東
が
不
安
定
な
様
相
を
示
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
か
ら

三
年
連
続
し
て
原
油
価
格
が
平
均
一
〇
〇
ド
ル
／
バ
レ
ル
を
超
え
て

い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま
で
起
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
増
や
し
て
き
た
中
国
や
イ
ン
ド
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
新
興
国
経
済
が
、
最
近
や
や
弱
含
み
。

　

日
本
の
場
合
は
、
震
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
が
激
変
し
、
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
ま
で
、
一
番
心
配
し
て
い
た
想
定
外
の
大
停
電
な
ど
は
起
き
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
節
電
と
と
も
に
火
力
発
電
を
大
幅
に
増
や
し

て
電
力
供
給
を
賄
っ
た
。
そ
れ
で
凌
い
で
三
年
間
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
結
果
的
に
化
石
燃
料
の
輸
入
代
金
が
膨
れ
上
が
り
、
日
本
経
済

を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
は
今
、
真
逆
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
代
金
が

減
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
急
速
に
下
が
っ
て
い
る
。
日
本
は
逆

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
代
金
が
増
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
上

が
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
り
日
米
の
動
き
は
正
反
対
。
日
本
経
済

に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
家　

今
、
日
本
は
短
期
的
に
は
経
常
収
支
が
赤
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
中
長
期
的
に
中
東
の
石
油
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
安
い
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
に
代
え
れ
ば
、
収
支
は
い
い
方
向
に
行
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

小
山　

期
待
の
持
て
る
兆
し
は
出
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
が
大
量
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、
安
価
に
な
っ
た
ガ
ス
を
液

化
し
て
輸
出
に
回
す
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
実
は
ア
メ
リ
カ
は

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
が
拡
大
す
る
前
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
す
る
つ
も
り

で
輸
入
基
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
急
に
要
ら
な
く
な
っ
た
の

で
、
輸
出
基
地
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と

Ｆ
Ｔ
Ａ＊

を
結
ん
で
い
な
い
国
は
、
一
件
ご
と
に
輸
出
許
可
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
が
関
係
す
る
案
件＊

が
も
う
三
カ
所
で
許
可

双
子
の
赤
字

貿
易
赤
字
（
経
常
赤
字
）
と
財

政
赤
字
。

ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

日
本
の
金
融
機
関
が
国
際
金
融

市
場
で
資
金
調
達
す
る
際
、
貸

し
手
で
あ
る
欧
米
銀
行
か
ら
上

乗
せ
さ
れ
る
、
他
国
よ
り
も
高

い
金
利
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
原

子
力
発
電
の
停
止
に
よ
り
足
元

を
見
ら
れ
、
高
い
価
格
で
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。

ア
ラ
ブ
の
春

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
始
ま
っ

た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
反
政
府
デ

モ
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
）
を
皮

切
り
に
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、

シ
リ
ア
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
に
拡

が
っ
た
民
主
化
運
動
。
シ
リ
ア

な
ど
現
在
も
内
戦
状
態
が
続
い

て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ

（Free Trade Agreem
ent

）

自
由
貿
易
協
定
。

日
本
が
関
係
す
る
案
件

フ
リ
ー
ポ
ー
ト
（
大
阪
ガ
ス
／

中
部
電
力
、
東
芝
）、
コ
ー
ブ

ポ
イ
ン
ト
（
住
友
商
事-

関
西

電
力
／
東
京
ガ
ス
）、
キ
ャ
メ

ロ
ン（
三
菱
商
事
／
三
井
物
産
）

の
三
カ
所
四
事
業
。

アメリカ・ペンシルベニアのシェールガス開発 ⒸStatoil ASA



08 ［やく］  2014 March 07［やく］  2014 March

さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
実
際
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
輸
入
さ
れ
る
の
は

一
七
年
以
降
で
す
が
、
日
本
は
新
し
い
供
給
源
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

永
濱　

た
だ
、
全
量
を
安
い
北
米
産
の
ガ
ス
に
代
え
る
の
は
ム
リ
。

今
後
も
世
界
人
口
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
き
ま
す
か
ら
世
界
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
高
ま
る
し
、
日
本
は
引
き
続
き
中
東
に
も
あ
る
程

度
依
存
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま

ア
メ
リ
カ
を
抜
け
な
い
中
国

宮
家　

中
国
で
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
か
。

中
国
に
は
か
な
り
埋
蔵
量
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
埋
蔵
場
所
は
チ

ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
。
採
掘
に
必
要
な
水
の
調
達
を
考
え
る
と
、
そ

ん
な
に
バ
ラ
色
で
も
な
い
。
中
国
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
っ
て
ど
れ

だ
け
中
東
依
存
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
も
し
く
は
引
き

続
き
中
東
へ
の
依
存
度
は
高
い
の
か
。

小
山　

中
国
の
場
合
、
中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

下
げ
る
努
力
は
必
死
で
や
る
で
し
ょ
う
が
、
現
実
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
続
き
、
自
動
車
の
数
が
増
え
て
、
石
炭
か
ら
少
し
で
も
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
け
ば
、
石
油
の
需

要
は
結
構
底
堅
い
。
国
産
石
油
の
量
は
限
ら
れ
る
の
で
、
ロ
シ
ア
や

ア
フ
リ
カ
か
ら
も
買
う
が
、
中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま
で
し
ょ
う
。

宮
家　

一
方
で
ア
メ
リ
カ
経
済
は
ど
れ
だ
け
回
復
し
ま
す
か
ね
。
将

来
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
く
と
い
う
見
通
し
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
が
出
る
前
の
予
測
な
の

か
、
そ
れ
と
も
シ
ェ
ー
ル
が
出
て
も
中
国
は
追
い
つ
く
の
か
。

永
濱　

一
時
期
に
比
べ
る
と
、
中
国
は
そ
ん
な
に
早
く
ア
メ
リ
カ
を

抜
か
な
い
の
で
は
と
い
う
見
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
理
由
は
ア
メ
リ

カ
に
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
起
き
た
の
が
大
き
い
が
、
プ
ラ
ス
、
米
中
の

人
口
動
態
が
違
う
。
国
連
の
見
通
し
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
移

民
効
果
な
ど
で
二
一
〇
〇
年
ま
で
生
産
年
齢
人
口
が
増
え
続
け
る
。

一
方
、
中
国
は
一
人
っ
子
政
策
に
よ
り
生
産
年
齢
人
口
が
二
〇
一
二

年
か
ら
も
う
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
か
つ
中
国
は
高
度
成
長
か
ら
安

定
成
長
に
シ
フ
ト
し
て
、
経
済
構
造
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
は
、
ゼ
ロ
か
ら
一
を
め
ざ
す
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
。
世
界
の
頭
脳
も
集
ま
っ
て
く
る
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
の
底
力
を
感
じ
た
の
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
ア
メ
リ
カ
の
経
済
回
復
で
す
。
三
つ
要
因
が
あ
り
、
一
つ
は
大
胆

な
金
融
緩
和
で
ド
ル
安
に
し
て
、
次
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ＊

な
ど
積
極
的
な
通
商

政
策
。
三
つ
目
は
棚
ぼ
た
か
も
し
れ
な
い
が
シ
ェ
ー
ル
革
命
。
い
わ

ゆ
る
ド
ル
が
安
く
な
っ
て
、
関
税
が
安
く
な
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

安
く
な
っ
て
、
製
造
業
の
国
内
回
帰
が
起
き
て
回
復
し
た
。
し
か

し
ア
メ
リ
カ
の
生
産
拠
点
が
み
ん
な
戻
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

ア
ッ
プ
ル
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
な
ど
製
造
は
全
部
海
外
。
で
も
儲
け
の

相
当
な
部
分
は
ア
メ
リ
カ
に
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
特
許
。
ア
メ
リ

カ
の
知
財
戦
略
を
日
本
は
見
習
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

そ
う
見
て
い
く
と
ア
メ
リ
カ
は
相
当
安
泰
で
、
中
国
が
追
い
つ
く

の
は
難
し
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
な
い
ロ
シ
ア
の
三
重
苦
、

資
源
輸
出
と
技
術
輸
入
の
両
面
で
日
本
に
送
る
熱
い
視
線

宮
家　

で
は
ロ
シ
ア
は
？　

安
全
保
障
を
考
え
る
と
き
ロ
シ
ア
の
存

在
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
ロ
シ
ア
は
ガ
ス
の
埋
蔵
量
が
多
い
が
高

い
。
ロ
シ
ア
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
を
ど
う
使
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

僕
、
昨
年
モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
一
番
驚
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
製
の

商
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
み
ん
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
。
ロ
シ
ア
に
は

し
っ
か
り
し
た
製
造
業
が
な
い
。
あ
そ
こ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
国
で

し
か
な
い
気
が
し
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

小
山　

ロ
シ
ア
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
革
命
を
は
じ
め
世
界
で
起
き
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題

で
今
、
一
番
「
負
」
の
影
響
を
被
っ
て
い
る
国
が
ロ
シ
ア
で
す
。

　

ま
ず
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
余
剰
に
な
っ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
流
入
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
石
炭
か
ら

ガ
ス
へ
の
転
換
が
起
き
た
こ
と
で
、
余
っ
た
石
炭
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

流
れ
て
、
共
に
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
販
路
を
侵
食
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
政
策
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
に

推
進
し
て
き
た
。
こ
れ
も
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
販
売
に
影
響
し
て
い
る
。

宮
家　

ロ
シ
ア
は
三
重
苦
で
す
か
。

小
山　

え
え
。
も
と
も
と
ロ
シ
ア
の
輸
出
の
七
割
が
石
油
・
ガ
ス
。

外
貨
を
稼
げ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
だ
っ
た
国
で
今
起
き
て
い
る

の
が
、
ド
ル
箱
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
不
振
。
そ
れ
で
も
ロ
シ

ア
が
何
と
か
や
れ
て
い
る
の
は
、
原
油
価
格
が
高
い
か
ら
で
す
。
も

し
原
油
価
格
が
一
〇
ド
ル
二
〇
ド
ル
下
が
る
と
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に

と
っ
て
は
政
権
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
大
打
撃
に
な
る
。

　

だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
に
販
路
を
見
つ
け
る
し

か
な
い
。
も
と
は
巨
大
化
す
る
中
国
市
場
に
ガ
ス
を
売
ろ
う
と
し
て

い
た
が
、
中
国
と
の
交
渉
は
難
航
を
続
け
、
今
に
至
る
ま
で
合
意
で

き
て
い
な
い
。
一
方
、
日
本
で
は
震
災
後
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
が
急
速
に

高
ま
っ
た
の
で
、
一
気
に
プ
ー
チ
ン
の
目
は
日
本
に
向
き
、
日
本
に

熱
い
視
線
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宮
家　

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
経
済
的
な
利
益
で
す
か
。

小
山　

経
済
的
な
利
益
計
算
に
基
づ
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
中
に
は
中
国
を
潜
在
的
な
脅
威
と
見
る
目

が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
観
点
か
ら
日
本
を
重
視
す
る
と
い
う
見

宮家　邦彦　　みやけ　くにひこ
国際情勢アナリスト；
キヤノングローバル戦略研究所研究主幹；
立命館大学客員教授
1953年神奈川県生まれ。東京大学法学部
卒。外務省入省、在米国大使館一等書記
官、中近東第二課長、中近東第一課長、日
米安全保障条約課長、在中国大使館公使、
在イラク大使館公使、中東アフリカ局参
事官、2005年外務省退職。外交政策研究
所代表。第1次安倍内閣で総理大臣公邸
連絡調整官。06年〜立命館大学客員教授、
09年〜キヤノングローバル戦略研究所研
究主幹。国際情勢アナリスト、外交評論
家として、各種メディアで評論活動を展
開。著書『語られざる中国の結末』『仕事
の大事は5分で決まる』など。
http://www.canon-igs.org/fellows/
kunihiko_miyake.html
http://fpijapan.com/

Ｔ
Ｐ
Ｐ

（Trans-Pacific Partnership

）

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。

経
済
連
携
協
定
の
一
つ
で
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
チ
リ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
米

国
、豪
州
、ペ
ル
ー
、ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
、
日
本
の
一
二
カ
国
が
交

渉
に
臨
ん
で
お
り
、
当
初
一
三

年
末
を
交
渉
妥
結
期
限
と
し
て

い
た
が
、
ま
と
ま
ら
ず
延
期
。

長
引
く
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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頭
を
走
っ
て
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ＊

を
つ
く
り
、
次
に
一
九
世
紀
末

か
ら
独
仏
日
露
米
が
新
興
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
覇
権
に
挑
戦
。
混

乱
後
に
抜
き
ん
出
た
の
が
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
・
ソ
連
で
あ
り
、
三

番
目
の
大
き
な
変
化
が
米
ソ
冷
戦
。
そ
し
て
冷
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
が

独
り
勝
ち
を
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
独
り
勝
ち
状
態
が
少
し
揺
ら
い

で
、
中
国
と
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
が
台
頭
し
て
く
る
。

　

そ
う
私
は
見
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
の
力
を
若
干
過
大
評
価
し
、

ア
メ
リ
カ
の
力
を
若
干
過
小
評
価
し
て
い
た
か
な
と
。
ま
た
ロ
シ
ア

に
つ
い
て
は
メ
ジ
ャ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
な
ら
な
い
気
も
し
ま
す
。

　

日
本
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
あ
っ

た
に
せ
よ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
た
め
湾
岸
地
域
は
重
要
で
す
。

引
き
続
き
中
国
も
中
東
依
存
度
が
高
い
ま
ま
で
、
他
方
、
ア
メ
リ
カ

は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
っ
て
財
政
的
に
も
余
力
が
出
て
く
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
台
頭
は
平
和

的
な
も
の
か
、
非
平
和
的
か
。
中
国
が
責
任
あ
る
国
際
社
会
の
一
員

に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
安
全
保
障
は
比
較
的
調
整

し
や
す
い
。
し
か
し
最
悪
の
事
態
と
し
て
、
中
国
が
力
に
よ
っ
て
現

状
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
動
き
は
今
や
東
シ
ナ
海
で
も
起

き
て
い
る
。
今
後
日
本
は
湾
岸
地
域
か
ら
石
油
を
確
保
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
日
米
同
盟
を
使
う
の
か
、
中
国
は
日
米
同
盟
に
も
拘
ら

ず
ど
う
や
っ
て
石
油
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

　

そ
の
と
き
に
ロ
シ
ア
の
果
た
せ
る
役
割
は
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
ま
だ
ロ
シ
ア
は
経
済
利
益
で
日
本
と
の
関
係
改
善
を
考
え
て
お

り
、
必
ず
し
も
戦
略
的
な
外
交
革
命
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
。

私
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
七
二
年
中
国
が
ソ
連
共
産
党
の
圧

力
に
対
し
て
行
っ
た
外
交
革
命＊

。
そ
れ
ま
で
日
米
を
帝
国
主
義
と
非

難
し
て
い
た
中
国
が
、
ニ
ク
ソ
ン
を
呼
び
、
田
中
角
栄
と
話
を
し
た
、

あ
の
戦
略
的
な
外
交
革
命
で
す
。
そ
れ
を
ロ
シ
ア
が
今
、
日
本
に
対

方
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、
プ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
は
東
シ
ベ
リ
ア
・
極

東
の
ガ
ス
開
発＊

に
日
本
が
関
わ
る
の
は
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
の
一
つ

で
し
ょ
う
。

宮
家　

一
方
で
ロ
シ
ア
の
世
界
経
済
で
の
立
ち
位
置
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

通
貨
が
下
が
っ
て
い
る
新
興
国
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
フ
ァ
イ
ブ

は
経
常
赤
字
の
国
で
す
が
、
実
は
ロ
シ
ア
っ
て
経
常
黒
字
な
の
に
通

貨
が
下
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
一
つ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
の

ダ
メ
ー
ジ
を
一
番
大
き
く
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
既
に
人
口
が
減
っ

て
い
て
人
口
動
態
的
に
厳
し
い
。
か
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
一
本
立
ち

し
て
い
る
経
済
で
す
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

資
源
だ
け
で
将
来
的
に
食
べ
て
い
く
の
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い

が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
に
限
ら
な
い
。
今
、
多
く
の
資
源
国
が
日
本
に

熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
資
源
を
買
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

日
本
の
技
術
を
国
内
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
で
も
の
づ
く

り
、
産
業
構
造
で
製
造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
て
い
き
た
い
と
。
そ

う
い
う
面
で
も
日
本
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

宮
家　

世
界
経
済
の
な
か
で
ロ
シ
ア
の
パ
イ
は
今
後
縮
小
す
る
？

永
濱　

そ
う
で
す
ね
。
人
口
動
態
的
に
は
、
ロ
シ
ア
よ
り
も
、
今

ち
ょ
っ
と
調
子
が
悪
い
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
中
南
米
、
イ
ン
ド
や
ア
フ

リ
カ
が
牽
引
役
と
し
て
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
と
課
題
は
？

二  

一  

世
紀
型
の
ア
メ
リ
カ
の
内
向
き
孤
立
主
義
で
、
 

中
東
か
ら
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
ど
う
す
る
？

宮
家　

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
世
界
の
現
状
を
、
一
八
世
紀
の
産
業
革
命
以
降
の
パ
ワ
ー
シ
フ

ト
、
大
国
の
興
亡
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
が
先

東
シ
ベ
リ
ア
・

極
東
の
ガ
ス
開
発

東
シ
ベ
リ
ア
の
チ
ャ
ヤ
ン
ダ
／

コ
ビ
ク
タ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

極
東
の
サ
ハ
リ
ン
１
・
２
・
３
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
基
地
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
ロ
シ
ア
は
近
年
、

ガ
ス
開
発
に
お
い
て
東
方
シ
フ

ト
を
強
め
て
い
る
。

パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ

大
英
帝
国
に
よ
る
平
和
。
産
業

革
命
に
よ
る
経
済
力
と
強
大
な

海
軍
力
に
よ
り
覇
権
国
家
と
し

て
世
界
の
秩
序
を
維
持
し
て
い

た
イ
ギ
リ
ス
の
最
盛
期
。

中
国
の
外
交
革
命

戦
後
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
共

産
主
義
陣
営
に
属
し
、
日
米
と

は
冷
戦
を
背
景
に
対
峙
す
る
関

係
に
あ
っ
た
中
国
だ
が
、
六
〇

年
代
以
降
中
ソ
対
立
が
続
く
な

か
、
七
二
年
二
月
ニ
ク
ソ
ン
米

大
統
領
が
訪
中
、
九
月
に
は
田

中
角
栄
首
相
が
訪
中
し
、
日
中

国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
。

10 サウジアラビア南部、ルブアルハリ砂漠の奥地、UAEとの国境近くに位置するシャイバ油田 Ⓒalamy/PPS
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に
ど
う
関
与
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
、
ア
メ
リ
カ
も
考
え
て
い
る
。

永
濱　

中
東
の
安
全
保
障
は
シ
ー
レ
ー
ン＊

も
含
め
日
本
に
と
っ
て
非

常
に
影
響
が
大
き
く
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
た
め
に
も
中
東
へ
の
関

与
を
下
げ
な
い
で
ほ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
に
す
れ
ば
最
大
の
脅
威
で
あ

る
中
国
が
今
、
領
土
問
題
は
じ
め
広
範
囲
に
動
き
そ
う
な
状
況
の
な

か
で
、
日
本
の
地
理
的
重
要
性
を
重
視
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
日
本
が
生
き
残
る
に
は

規
制
を
見
直
し
、国
を
開
く
べ
き
だ

宮
家　

そ
こ
で
日
本
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
な
か
で
日
本
が

生
き
延
び
る
に
は
ど
う
い
う
立
ち
位
置
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
。

永
濱　

日
本
経
済
の
生
き
残
り
を
考
え
る
と
、
問
題
は
ま
だ
国
が
開

か
れ
て
い
な
い
こ
と
。
例
え
ば
日
本
の
美
味
し
い
農
産
品
が
あ
っ
て

も
な
か
な
か
グ
ロ
ー
バ
ル
に
輸
出
で
稼
げ
て
い
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

障
害
と
な
っ
て
い
る
規
制
、
税
制
の
見
直
し
が
大
事
で
す
。

宮
家　

だ
け
ど
、
日
本
を
世
界
に
開
か
れ
た
経
済
に
す
る
な
ん
て
、

も
う
二
、    

三
〇
年
言
っ
て
い
る
。
何
が
だ
め
な
ん
で
す
か
。

永
濱　

や
っ
ぱ
り
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
、
国
を
開
く
の
に
非
常
に

抵
抗
の
あ
る
国
民
性
で
す
。
将
来
的
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の

人
口
は
今
後
も
減
り
続
け
る
わ
け
だ
か
ら
、
移
民
を
受
け
入
れ
な
い

と
成
り
立
た
な
い
。
で
も
、
そ
こ
は
ま
だ
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
。

宮
家　

で
も
、
移
民
っ
て
大
変
で
す
よ
。
社
会
的
な
問
題
も
起
こ
り

か
ね
な
い
。
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
で
す
か
。

永
濱　

今
の
経
済
を
維
持
す
る
な
ら
、
や
ら
な
い
と
難
し
い
。
短
期

的
に
も
日
本
は
六
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
で
す
が
、
国
内
の
建
設
労
働
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
と

な
る
と
外
国
人
で
す
が
、
今
、
日
本
っ
て
外
国
人
労
働
者
は
医
者
や

弁
護
士
な
ど
高
度
人
材
に
限
っ
て
い
る
。
も
っ
と
開
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
。

　

ま
た
移
民
に
限
ら
ず
、
日
本
は
外
国
人
観
光
客
が
少
な
い
。
よ
う

や
く
昨
年
一
千
万
人
行
き
ま
し
た
が
、
増
え
た
理
由
は
、
円
安
と
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
ビ
ザ
の
発
給
要
件
緩
和
。
要
は
、
外
国
人

が
日
本
に
旅
行
に
来
る
の
も
今
は
敷
居
が
高
い
。
中
東
も
ロ
シ
ア
も
、

イ
ン
ド
も
ま
だ
緩
和
で
き
て
い
な
い
。

宮
家　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
経
済
連
携
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

一
時
期
、
産
業
の
六
重
苦＊

の
一
つ
に
経
済
連
携
協
定
の
遅
れ

が
挙
げ
ら
れ
、
確
か
に
日
本
は
発
効
・
署
名
済
み
は
少
な
い
。
で
も
、

近
年
交
渉
中
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
け
で
な
く
、
日
中

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ＊

や
東
南
ア
ジ
ア
も
含
め
た
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ＊

、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ＊

な
ど
も
交
渉
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
一
歩
前
進
は
し
て
い
る
。
問

題
は
こ
れ
か
ら
い
か
に
発
効
・
署
名
済
み
に
持
っ
て
い
く
か
で
す
。

石
油
危
機
の
経
験
が
な
い
中
国
が

力
で
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
危
な
い

宮
家　

た
だ
、
経
済
連
携
協
定
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
日

本
は
生
き
残
っ
た
と
し
て
も
、
安
全
保
障
の
問
題
が
あ
る
。
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
中
東
に
と
っ
て
は
将
来
も
多
く
買
っ
て
く

れ
る
中
国
や
イ
ン
ド
が
圧
倒
的
に
魅
力
的
な
お
客
さ
ま
。
日
本
は
今

ま
で
は
よ
く
買
っ
て
く
れ
た
が
、
節
約
し
て
効
率
も
良
く
な
っ
て
あ

ま
り
増
え
な
い
。
中
東
湾
岸
諸
国
に
す
れ
ば
、
日
本
よ
り
も
中
国
の

ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
ね
。

小
山　

そ
こ
は
微
妙
で
す
ね
。
確
か
に
中
国
は
ア
メ
リ
カ
も
抜
い
て

間
も
な
く
世
界
最
大
の
石
油
輸
入
国
に
な
る
。
で
も
、
日
本
と
い
う

市
場
は
、
非
常
に
安
定
し
た
市
場
で
、
売
り
手
か
ら
す
る
と
ど
う
し

て
も
持
っ
て
お
き
た
い
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
。
で
す
か
ら
中
国
の
こ
と

は
重
要
な
成
長
市
場
と
し
て
見
て
い
る
け
れ
ど
も
、
日
本
と
い
う
既

小山　堅　　こやま　けん
日本エネルギー経済研究所常務理事・
首席研究員 戦略研究ユニット担任
1959年長野県生まれ。英国ダンディ大学
よりPhD取得。日本エネルギー経済研究
所入所。国際動向分析グループマネジャ
ー、エネルギー動向分析室長、総合エネ
ルギー動向分析室長などを経て、11年よ
り現職。専門は国際石油・エネルギー情
勢の分析、アジア・太平洋地域のエネル
ギー市場・政策動向の分析、エネルギー
安全保障問題。共著『台頭するアジアの
エネルギー問題』『中国エネルギー戦略』
など。総合資源エネルギー調査会総合部
会政策小委員会委員など歴任。
http://eneken.ieej.or.jp/about/staff/
koyama_ken.html
http://eneken.ieej.or.jp/journal/special_
bulletin.html

し
て
や
る
ほ
ど
は
ま
だ
切
羽
詰
ま
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
次
に
考
え
る
べ
き
は
、
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に

よ
っ
て
で
き
た
余
力
を
従
来
同
様
、
国
際
秩
序
安
定
の
た
め
に
使
う

の
か
。
も
し
く
は
オ
バ
マ
政
権
で
既
に
見
ら
れ
る
内
向
き
姿
勢
─
─

中
東
で
一
〇
年
以
上
も
戦
争
を
続
け
て
、
も
う
戦
争
は
嫌
だ
、
そ
ん

な
時
間
と
金
が
あ
れ
ば
国
内
を
再
建
す
る
ん
だ
と
い
う
「
二
一
世
紀

型
の
ア
メ
リ
カ
の
内
向
き
孤
立
主
義
」
が
出
て
く
る
か
ど
う
か
。
ア

メ
リ
カ
の
富
が
国
際
社
会
で
有
効
に
使
わ
れ
な
い
場
合
、
東
ア
ジ
ア

な
り
中
東
で
、
ア
メ
リ
カ
な
し
で
ど
う
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
く
る

の
か
。

　

ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
起
き
て
、
中
東
湾
岸
地
域
へ
の
石

油
依
存
度
が
減
っ
た
。
従
っ
て
、
も
う
中
東
に
対
す
る
関
心
を
失
い
、

ア
メ
リ
カ
は
中
東
か
ら
出
て
い
く
と
い
う
変
な
議
論
が
一
部
に
出
て

い
ま
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
？

小
山　

ア
メ
リ
カ
が
中
東
に
関
心
を
な
く
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
化
に
向
か
う
の
は
事

実
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
中
東
に
関
与
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
に
も
あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
関
心
を
な
く
す
る

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
短
絡
し
た
議
論
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
私
、
最
近
よ
く
中
東
に
行
き
ま
す
が
、
中
東
の
人
た
ち
は
、

ア
メ
リ
カ
が
内
向
き
に
な
っ
て
自
分
た
ち
を
一
体
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
か
と
大
き
な
不
安
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
溜
め
て
い
る
。

そ
こ
が
今
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。

宮
家　

疑
心
暗
鬼
で
す
か
。

小
山　

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
石
油
輸
送
ル
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
ア

メ
リ
カ
が
し
っ
か
り
守
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
。
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
安
全
通
行
は
日
本
も
油
濁
防
止
も
含
め
協
力
し
て
き
た
が
、
今
後

の
中
東
石
油
の
買
い
手
は
圧
倒
的
に
中
国
。
で
は
中
国
は
こ
の
問
題

シ
ー
レ
ー
ン

海
上
交
通
路
。
資
源
輸
送
ル
ー

ト
。

産
業
の
六
重
苦

諸
外
国
と
比
べ
日
本
の
事
業
環

境
が
不
利
な
六
項
目
。
円
高
、

高
い
法
人
税
率
、
自
由
貿
易
協

定
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
硬
直
し

た
労
働
規
制
、
環
境
規
制
の
強

化
、
電
力
不
足
。

日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ

一
二
年
一
一
月
交
渉
開
始
。
物

品
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
投

資
、
競
争
、
知
的
財
産
等
の
広

範
な
分
野
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
て
い
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

（Regional Com
prehensive 

Econom
ic Partnership

）

東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連

携
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国（
ブ

ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
）
＋
六
カ
国
（
日
本
、

中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ

ン
ド
）
が
交
渉
に
参
加
す
る
広

域
経
済
連
携
。
一
三
年
か
ら
交

渉
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ａ

（Econom
ic P

artnership 
A

greem
ent

）

経
済
連
携
協
定
。
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な
っ
た
場
合
、
彼
ら
が
力
で
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
危
険
で
す
。

小
山　

そ
こ
は
中
国
の
為
政
者
が
ど
れ
だ
け
市
場
を
信
じ
る
か
で
す

ね
。
一
般
的
に
は
、
昔
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
み
た
い
に
実
力
で
市
場

機
能
を
停
止
さ
せ
る
な
ん
て
こ
と
は
起
き
な
い
と
の
認
識
が
確
立
し

て
い
る
が
、
中
国
の
場
合
、「
市
場
」
に
本
当
に
依
存
で
き
る
か
ど

う
か
、
疑
念
や
懸
念
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
過
去
の
石
油
危
機
の
と
き
中
国
は
輸
出
国
だ
っ
た

の
で
、
輸
入
国
と
し
て
危
機
の
経
験
が
な
い
。
日
本
は
危
機
を
経
験

し
、
ま
た
七
四
年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
国
際
統
治
組
織
で
あ
る

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
に
加
盟
し
て
、
そ
の
枠
内
で

四
〇
年
間
行
動
し
て
き
た
。
中
国
は
ま
だ
そ
の
経
験
も
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
先
何
か
起
き
た
と
き
ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
、
読
め
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
は
世
界
で
も
関
心
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
課
題
と
戦
略
は
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、国
内
と
国
際
、

そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
こ
そ
大
事

宮
家　

で
は
実
際
に
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
。

日
本
は
国
際
社
会
に
開
く
形
で
し
か
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
し
て
日

本
が
物
を
生
産
し
、
生
き
て
い
く
に
は
ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

確
保
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
幾
つ
か
の
試
練
を
く

ぐ
り
抜
け
な
が
ら
Ｉ
Ｅ
Ａ
に
入
っ
て
備
蓄
も
や
っ
て
、
あ
る
程
度
の

体
力
な
り
シ
ス
テ
ム
を
準
備
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
き
な
二
つ
の
変
化
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
福
島
の
事
故
、

も
う
一
つ
は
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
増
。
五
年
前
一
〇
年
前
に
は

予
想
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
日
本
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率＊

は
僅
か
四
％
。
引
き
続
き
輸
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
は
何
が
一
番
大
事
だ
と
思
わ
れ
ま

す
？

小
山　

私
は
常
に
ベ
ス
ト
な
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
の
ミ
ッ
ク
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ミ
ッ
ク
ス
。
そ
の
点
で
は
、
安
全
性
確
保

が
大
前
提
と
い
う
条
件
で
、
原
子
力
を
う
ま
く
使
う
こ
と
は
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
温
暖
化
対
策
を
考
え
る
と
避
け
て
通
れ

な
い
。
た
だ
、
原
子
力
だ
け
で
な
く
、
化
石
燃
料
、
そ
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
も
必
須
で
す
。

宮
家　

で
も
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

小
山　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
コ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
。
だ
か

ら
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
も
含
め
、
各
々
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
と
か
く
国
内

問
題
だ
け
に
目
が
向
き
ま
す
。
で
も
化
石
燃
料
は
国
際
市
場
で
調
達

す
る
の
で
、
国
内
対
策
と
国
際
戦
略
を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
す
る
必
要

が
あ
る
。
最
近
二
、三
年
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論
は
、
ど
う

も
内
向
き
。
世
界
の
視
点
を
持
ち
、
台
頭
す
る
中
国
と
ど
う
向
き
合

う
か
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
の
影
響
を
ど
う
分
析
す
る
か
、
等
を
踏
ま
え

た
戦
略
を
考
え
る
べ
き
。
内
向
き
の
議
論
で
は
立
ち
行
か
ず
、
海
外

と
国
内
を
両
睨
み
す
る
戦
略
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
も
大
事
で
す
。

　

ま
た
今
、
政
府
は
戦
略
立
案
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
企
業
で
す
か
ら
、
政
府
と
民
間
の
協
働

も
う
ま
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
本
が
持
っ
て
い
る
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
も
含
め
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
、
国
内
・
国
際
、
戦
略
立
案
と
遂
行
の
ミ
ッ
ク
ス
を
ベ
ス
ト

に
し
て
い
か
な
い
限
り
、
日
本
は
立
ち
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

に
販
路
と
し
て
定
着
し
て
い
る
安
定
市
場
も
重
視
し
て
い
る
。

宮
家　

だ
け
ど
こ
れ
だ
け
中
国
や
イ
ン
ド
の
経
済
が
大
き
く
な
る
と
、

湾
岸
地
域
の
油
田
で
支
え
ら
れ
ま
す
か
。

小
山　

資
源
的
に
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
湾
岸
だ
け
で
な

く
、
今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
シ
ェ
ー
ル
の
ガ
ス
だ
け
で
な
く
オ
イ
ル
の

生
産
が
増
え
て
い
る
。
あ
と
、
メ
キ
シ
コ
の
資
源
開
発
の
対
外
開
放

や
、
在
来
型
ガ
ス
は
中
央
ア
ジ
ア
・
カ
ス
ピ
海
、
ま
た
情
勢
次
第
で

イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
の
増
産
も
期
待
で
き
る
。
少
な
く
と
も
二
〇
二
〇

年
〜
二
五
年
頃
ま
で
世
界
的
に
石
油
供
給
は
拡
大
し
、
原
油
価
格
に

は
下
押
し
の
圧
力
が
働
く
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
な
お
さ
ら
中
東

諸
国
に
す
れ
ば
、
大
量
に
石
油
を
買
う
中
国
や
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
は
大
事
な
顧
客
で
、
安
定
し
た
日
本
市
場
も
価
値
は
あ
る
と
。

宮
家　

な
る
ほ
ど
ね
。
た
だ
、
中
国
が
責
任
あ
る
国
際
社
会
の
一
員

に
な
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
す
よ
ね
。

　

僕
は
中
国
の
人
た
ち
に
い
つ
も
言
う
ん
で
す
。
あ
な
た
た
ち
は

一
九
三
〇
年
代
に
日
本
が
犯
し
た
過
ち
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
。
欧

米
に
対
す
る
劣
等
意
識
が
あ
っ
て
、
不
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

抱
え
た
国
民
が
い
て
、
そ
の
声
を
受
け
た
政
府
が
軍
隊
を
十
分
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
ま
ま
、
現
状
を
力
で
変
更
し
よ
う
と
ア
メ
リ
カ

の
西
太
平
洋
に
お
け
る
権
益
に
挑
戦
を
す
る
。
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と

は
や
め
な
さ
い
。
日
本
が
昔
や
っ
て
失
敗
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
国

力
を
消
耗
す
る
く
ら
い
な
ら
ば
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ

る
立
場
を
維
持
し
て
、
現
状
を
認
め
な
さ
い
と
。

　

歴
史
は
繰
り
返
す
と
は
言
わ
な
い
が
、
太
平
洋
戦
争
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
合
い
だ
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網＊

で
日
本
に
石
油
が
来

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
が
戦
争
に
向
か
わ
せ
た
。

今
後
、
中
国
が
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
で
き
る
な
ら
、
中
国
政

府
も
向
こ
う
見
ず
な
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
市
場
が
タ
イ
ト
に

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網

一
九
四
一
年
、
東
ア
ジ
ア
に
権
益

を
持
つ
ア
メ
リ
カ
（A

m
erica

）、

イ
ギ
リ
ス
（Britain

）、
オ
ラ

ン
ダ
（D

utch

）
に
よ
る
貿
易

制
限
。
対
戦
国
で
あ
っ
た
中
国

（China

）
を
加
え
て
日
本
側
が

呼
ん
だ
も
の
。

主
要
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

（
２
０
１
０
年
）

13

上海港に停泊する石油タンカー Ⓒalamy/PPS

出所 ： OECD/IEA, Energy Balances of OECD Countries, 2012 Edition
OECD/IEA, Energy Balances of Non-OECD Countries, 2012 Edition
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ま
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
が
引
き
続
き
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
東
ま
で
の

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
担
う
の
で
は
な
く
、
中
国
も
含
め
た
バ
ー
ド
ン

シ
ェ
ア
リ
ン
グ＊

（
負
担
分
担
）、
国
際
協
力
を
言
い
始
め
て
い
る
。

　

小
山
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
が
中
東
へ
の
関
心
を
減
ら
す
わ
け
が
な
い

と
正
し
く
否
定
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
識
者
の
中
に
は
逆
の
こ
と

を
言
う
人
も
い
る
。
中
国
も
何
し
で
か
す
か
わ
か
ら
な
い
し
、
中
東

で
も
ク
ラ
イ
シ
ス
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
は
二
正

面
作
戦
を
採
れ
な
い
。
同
時
に
二
つ
の
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
国
家
戦
略
を
考
え

る
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
専
門
家
は
中
東
を
知

ら
な
い
。
中
東
の
専
門
家
は
東
ア
ジ
ア
が
わ
か
ら
な
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
専
門
家
は
中
東
も
ア
ジ
ア
も
地
域
情
勢
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
三
者
が
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

そ
こ
は
日
本
も
同
様
で
、
ど
う
も
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
総
合
的
な

政
策
を
つ
く
る
司
令
塔
が
ま
だ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
十
分
な
知
見

が
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

小
山　

こ
の
二
、三
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
政

府
審
議
会
の
議
論
で
も
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ

け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
全
部
律
し
て
考
え
る
こ
と
も
起
き
て
い
ま

す
。
実
際
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
全
保
障
や
国
際
関
係
、
す
べ
て
を

踏
ま
え
て
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
が
、
そ
の
視
点

が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

３
・
11
は
日
本
に
と
っ
て
七
〇
年
代
の
石
油
危
機
よ
り
も
重
大
な

問
題
。
総
合
的
視
点
で
考
え
る
べ
き
と
き
に
、
内
向
き
の
視
点
な
ど

特
定
の
視
点
だ
け
で
話
が
な
さ
れ
る
。

宮
家　

脱
原
発
だ
け
と
か
で
す
ね
。

小
山　

そ
れ
が
非
常
に
問
題
で
す
。
も
っ
と
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
も

進
め
る
こ
と
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

る
し
、
国
際
戦
略
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
す
。

　

例
え
ば
日
本
の
省
エ
ネ
技
術
は
、
世
界
中
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
も
中
東
も
日
本
に
対
す
る
期
待
は
、
資
源
を
買
っ
て
く
れ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
実
は
省
エ
ネ
協
力
な
ど
へ
の
期
待
が
高
い
。
中

東
で
は
、
人
口
が
増
え
、
経
済
が
成
長
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
安

い
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
鰻
上
り
。
こ
の
ま
ま
で
は
二
〇
三
〇

年
頃
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
輸
出
国
で
な
く
な
る
と
の
計
算
が

あ
る
ほ
ど
の
勢
い
で
、
対
応
策
が
不
可
欠
。
対
策
と
し
て
彼
ら
は
、

一
に
省
エ
ネ
、
二
が
原
子
力
。
日
本
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
中
国
も
省
エ
ネ
に
関
し
て
は
日
本
に
期
待
し
て
い
る
。

か
つ
て
歴
史
認
識
で
対
立
し
た
と
き
も
、
日
中
間
の
省
エ
ネ
協
力
は

あ
る
程
度
機
能
し
た
。
今
回
ま
た
さ
ら
に
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５＊

問
題
と
、
ア
ジ
ア
の
天
然
ガ
ス
価
格
割
高
問

題
、
こ
の
二
つ
で
協
力
で
き
な
い
か
と
い
う
共
通
認
識
は
あ
る
。

　

世
界
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
日
本
の
強
み
だ
と
認
め
る
も
の
を
う
ま

く
活
用
す
る
戦
略
が
大
事
で
は
な
い
か
。

平
時
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
だ
が
有
事
の
際
は
ウ
ェ
ポ
ン
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
を
理
解
し
た
総
合
戦
略
が
要
る

宮
家　

た
だ
、
私
が
見
る
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
を
正
確
に
理
解

し
て
い
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、
平

時
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
で
す
が
、
有
事
の
際
は
ウ
ェ
ポ
ン
。
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
か
ら
ウ
ェ
ポ
ン
に
突
然
変
わ
る
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
と
し
て
扱
う

プ
ロ
は
大
勢
い
る
が
、
ウ
ェ
ポ
ン
と
し
て
見
て
い
る
人
は
極
め
て
少

な
い
。

　

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
で
す
。
つ
ま
り
中
国
の
中
東
依
存
が
高

Ｐ
Ｍ
２
・
５

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
二
・

五
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
一
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
一
〇
〇
〇

分
の
一
ミ
リ
）
以
下
の
微
小
粒

子
状
物
質
。
健
康
へ
の
悪
影
響

が
大
き
い
大
気
汚
染
物
質
。

バ
ー
ド
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

（burden sharing

）

負
担
分
担
。
国
際
政
治
で
は
、

経
済
援
助
や
防
衛
責
任
を
各
国

が
分
担
す
る
こ
と
。

永濱　利廣　　ながはま　としひろ
第一生命経済研究所経済調査部
主席エコノミスト
1971年生まれ。栃木県出身。早稲田大学
理工学部卒、東京大学大学院経済学研究
科修士課程修了。第一生命保険入社。日
本経済研究センターを経て、現職。一橋
大学商学部と跡見学園女子大学マネジメ
ント学部の非常勤講師を務める。専門は
経済統計、マクロ経済の実証分析。著書

『図解 90分でわかる! 日本で一番やさし
い「アベノミクス」超入門』『経済指標
はこう読む』『日本経済のほんとうの見
方、考え方』『スクリューフレーション・
ショック』『男性不況』など。
http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/naga_
index.html

資
源
は
な
い
が
技
術
を
持
つ
日
本
、

省
エ
ネ
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
の
輸
出
戦
略
を
持
て

宮
家　

こ
の
ま
ま
化
石
燃
料
を
買
い
続
け
て
経
常
収
支
が
赤
字
に
な

る
の
は
、
日
本
経
済
に
は
大
打
撃
。
少
な
く
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

で
経
常
収
支
を
赤
に
す
る
こ
と
は
避
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

永
濱　

日
本
経
済
の
最
大
の
リ
ス
ク
要
因
は
財
政
危
機
で
す
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
経
常
黒
字
は
確
保
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
中
長
期
的
に
は
、

火
力
発
電
の
効
率
を
上
げ
た
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
上

げ
る
方
向
性
は
い
い
が
、
そ
れ
に
は
結
構
時
間
が
か
か
る
。
目
先
の

財
政
破
綻
を
防
ぐ
意
味
で
は
、
や
は
り
安
全
と
認
め
ら
れ
た
原
子
力

発
電
所
を
使
っ
て
い
か
な
い
と
非
常
に
厳
し
い
。

　

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
も
含
め
た
経
済
連
携
協
定
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
か
ら

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
輸
入
す
る
に
し
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
条
件
。

そ
れ
は
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

一
方
、
確
か
に
日
本
は
、
資
源
は
な
い
が
省
エ
ネ
技
術
は
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
世
界
中
に
普
及
さ
せ
る
。
世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
を
下
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
る
面
で
も
貢
献
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ひ
い
て
は
自
分
た
ち
の
貿
易
赤
字
も
減
ら
せ
る
。
そ
う

い
う
方
向
性
は
非
常
に
重
要
じ
ゃ
な
い
か
。

　

あ
る
い
は
イ
ン
フ
ラ
輸
出
。
日
本
は
原
発
技
術
も
輸
出
で
き
る
し
、

石
炭
火
力
発
電
の
技
術
も
高
い
。
日
本
の
技
術
を
中
国
と
ア
メ
リ
カ

の
石
炭
火
力
発
電
所
に
導
入
す
る
だ
け
で
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量

は
五
％
削
減
す
る
。
ま
さ
に
日
本
の
一
年
分
の
排
出
量
を
減
ら
せ
る

ほ
ど
の
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
世
界
に
提
供
で
き

れ
ば
、
日
本
も
儲
か
る
し
、
世
界
的
な
貢
献
も
で
き
る
。

小
山　

全
く
賛
成
で
、
日
本
が
外
に
向
け
て
省
エ
ネ
、
ク
リ
ー
ン
な
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持
た
な
い
国
民
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

宮
家　

今
の
ポ
イ
ン
ト
は
す
ご
く
大
事
。
ア
メ
リ
カ
の
識
者
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
見
方
が
で
き
る
の
は
、
実
は
軍
や
議
会
の
関
係
者
だ
っ

た
り
す
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
を
す
る
た
め
に

政
治
、
経
済
、
国
益
か
ら
軍
事
作
戦
な
ど
す
べ
て
に
目
配
り
し
た
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
は
全
然
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
蓄
積
が

ま
る
で
違
い
ま
す
。

　

そ
こ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
ね
。
我
々
、
確
か
に
３
・
11
の

震
災
と
事
故
で
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
上
で
は
柔
軟
さ
を
失
っ
た
面
が
あ
る
。
あ
の
事
故
を
乗
り

越
え
て
、
よ
り
柔
軟
な
議
論
が
で
き
な
い
も
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

安
全
保
障
も
経
常
収
支
の
問
題
も
踏
ま
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考

え
る
に
は
、
若
干
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

永
濱　

例
え
ば
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
の
矢
で
特
に
効
い
て
い
る
の

が
一
本
目
と
二
本
目
。
金
融
緩
和
と
財
政
政
策
で
そ
れ
な
り
に
効
果

が
出
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
功
は
、
安
倍
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
る
好
循
環
に
あ
る
わ
け
で
す
。
現
状
、
円
安
株
高
、
公
共

事
業
で
企
業
は
売
上
が
増
え
ま
し
た
。
で
も
一
方
で
、
一
本
目
の
副

作
用
、
円
安
に
よ
っ
て
輸
入
コ
ス
ト
が
嵩
み
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸

入
で
所
得
の
国
外
流
出
が
進
ん
で
、
好
循
環
が
起
き
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
非
常
に
重
要
で
、
そ

こ
が
も
っ
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
と
難
し
い
。

小
山　

そ
の
た
め
に
も
、
冷
徹
な
議
論
が
必
要
で
す
ね
。
日
本
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
冷
徹
に
見
て
、
政
策
や
戦
略
を
考
え
る
司
令
塔

な
り
機
能
が
必
要
で
す
が
、
震
災
前
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
通
に
供

給
さ
れ
て
い
た
の
で
、
関
心
は
薄
か
っ
た
。
突
然
震
災
と
原
子
力
発

電
所
の
事
故
で
す
べ
て
が
大
き
く
揺
り
動
か
さ
れ
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
議
論
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
三
年
経
つ
な
か

で
、
こ
れ
で
は
国
富
流
出
で
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
徐
々
に
わ
か
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
感
情
の
部
分
は
強
い
。
そ
れ
を
克
服
す

る
に
は
、
日
本
国
内
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
知
見
、
外
の
視

点
も
入
れ
て
い
か
な
い
と
、
柔
軟
で
冷
徹
な
政
策
・
戦
略
は
つ
く
れ

な
い
。

宮
家　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
そ
う
で
す
が
、
対
中
・
対
韓
関
係
も
柔

軟
性
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
国
も
韓
国
も
け
し
か
ら
ん
が
、
そ
こ
で

冷
静
さ
を
失
う
と
負
け
。
そ
れ
は
す
べ
て
に
通
ず
る
話
で
す
。

経
済
の
血
液
と
し
て
の
電
力
安
定
供
給
へ
、

外
交
政
策
の  

一  

環
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
守
る

宮
家　

最
後
に
、
電
力
会
社
は
一
体
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
日
本

社
会
に
電
力
会
社
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
福

島
の
よ
う
な
形
で
負
の
側
面
も
見
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
電
力
会
社

は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
？

永
濱　

国
民
生
活
的
に
は
安
価
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
尽

き
る
。
お
そ
ら
く
国
民
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
政
府
が
や
ろ
う
と

し
て
い
る
発
送
電
分
離
・
電
力
自
由
化
。
切
磋
琢
磨
し
て
競
争
す
る

な
か
で
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
も
ら
い
た
い
。

宮
家　

確
か
に
高
い
と
国
富
ど
こ
ろ
か
企
業
も
流
出
し
ま
す
。

永
濱　

は
い
。
経
済
的
に
は
貿
易
収
支
ど
こ
ろ
か
経
常
収
支
が
数
カ

月
連
続
で
赤
字
。
こ
れ
、
非
常
に
大
き
な
警
告
で
す
。
実
際
に
私
の

試
算
だ
と
、
原
発
が
止
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
料
金
を
約
二
割
は

上
げ
な
い
と
難
し
い
。
四
人
世
帯
で
年
間
約
二
二
〇
〇
〇
円
の
負
担

増＊

。
一
方
で
今
回
の
消
費
税
三
％
ア
ッ
プ
は
約
九
〇
〇
〇
〇
円＊

。
と

な
る
と
、
実
は
原
発
が
動
か
な
い
だ
け
で
消
費
税
〇
・
八
％
分
の
負

担
増
。
こ
れ
は
国
と
協
力
し
て
で
き
る
だ
け
安
い
安
全
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
た
い
で
す
ね
。

情
勢
な
ど
大
き
な
視
点
で
議
論
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
例
え
ば
新

し
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
は
そ
れ
を
使
っ
て
他
の
中
東
や
ア
ジ
ア
産
油
国
と
の
交
渉
を
有
利

に
進
め
る
テ
コ
に
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
産
の
新
し
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
石
炭
、

原
子
力
も
含
め
て
交
渉
に
使
う
こ
と
で
天
然
ガ
ス
を
で
き
る
だ
け
安

く
手
に
入
れ
る
。
日
本
全
体
と
し
て
の
総
合
戦
略
が
不
可
欠
で
す
。

宮
家　

福
島
の
事
故
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
は
、
原
子
力
も
あ
る
程
度
動
か
し

て
、
化
石
燃
料
を
少
し
ダ
ブ
つ
か
せ
、「
お
た
く
か
ら
買
わ
な
く
て

も
い
い
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
値
段
も
っ
と
下
げ
な
さ
い
よ
」
と
い
っ
た

交
渉
が
必
要
で
す
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
「
ど
の
み
ち
化
石
燃
料
に
依

存
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
売
り
手
市
場
が
続
き
ま
す
か
ら
ね
。

日
米
同
盟
で
庇
護
さ
れ
経
済
的
に
も
豊
か
な
日
本
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
向
き
に
く
い

永
濱　

確
か
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
と
ウ
ェ
ポ
ン
と
い
う
視
点
は
非
常
に

重
要
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安
全
保
障
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関

係
で
す
。
原
発
も
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
安
い
だ
け
で
な
く
、

原
発
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
、
動
か
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
核

を
持
た
な
く
て
も
国
際
社
会
で
の
発
言
力
を
高
め
ら
れ
る
。

　

日
本
は
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
の
震
災
を
受

け
な
が
ら
女
川
原
発
な
ど
安
全
に
止
ま
っ
た
原
発
も
複
数
あ
る
。
こ

こ
に
注
目
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な
安
全

保
障
の
側
面
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

な
ぜ
日
本
で
そ
う
い
う
方
向
に
向
か
な
い
の
か
と
い
う
と
、
一
つ

は
や
っ
ぱ
り
日
米
同
盟
で
軍
事
的
に
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
国

民
的
に
は
関
心
が
向
き
に
く
い
面
が
あ
る
。
あ
と
は
日
本
が
島
国
で
、

経
済
的
に
も
ソ
コ
ソ
コ
豊
か
だ
か
ら
、
あ
ま
り
国
際
情
勢
に
関
心
を

関西電力 大飯発電所

原
子
力
稼
動
停
止
に
よ
る

電
気
料
金
へ
の
影
響

一
一
年
の
政
府
試
算
に
よ
れ

ば
、
原
子
力
が
稼
動
し
な
い
場

合
、
火
力
発
電
の
焚
き
増
し
に

よ
り
燃
料
費
は
三
・
一
六
兆
円

増
加
、
一
〇
年
度
の
電
力
総
コ

ス
ト
を
用
い
て
単
純
計
算
す
る

と
、
原
子
力
が
平
常
ど
お
り
稼

動
し
て
い
た
場
合
と
比
較
し
た

電
気
料
金
の
値
上
が
り
幅
は
約

二
割
。
そ
の
場
合
の
影
響
を
総

務
省
「
家
計
調
査
」
を
元
に
試

算
す
れ
ば
、
四
人
世
帯
で
は
年

二
二
一
七
一
円
の
負
担
増
に
つ

な
が
る
。
な
お
一
三
年
の
政
府

試
算
で
は
燃
料
費
は
三
・
六
兆

円
増
、
電
気
料
金
の
値
上
が
り

幅
は
約
二
四
％
と
な
る
。

消
費
増
税
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響

一
三
年
の
総
務
省「
家
計
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
四
人
世
帯
（
有
業

者
一
人
）
の
場
合
、
年
間
の
消

費
支
出
は
約
三
九
三
万
円
。
家

賃
や
医
療
費
、
授
業
料
等
を
除

い
て
消
費
税
が
か
か
る
費
目
だ

け
の
消
費
支
出
を
算
出
す
る
と
、

約
三
三
九
万
円
と
な
る
。
そ
の

場
合
の
消
費
税
負
担
額
が
五
％

の
場
合
と
八
％
の
場
合
の
差
を

試
算
す
れ
ば
、
年
約
九
万
円
の

負
担
増
と
な
る
。
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小
山　

電
力
会
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
た

め
の
「
資
産
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
発
電
設
備
で
は
、
原
子
力
、
石

炭
、
石
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
、
水
力
が
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
今
後
入
っ
て
く
る
。
こ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
ず
果
た
す
べ
き
。

　

原
子
力
は
安
全
へ
の
信
頼
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
わ
け
で
、
電
力

会
社
は
そ
れ
を
回
復
す
る
矢
面
に
立
ち
、
安
全
神
話
か
ら
脱
却
す
る

た
め
の
企
業
文
化
、
安
全
文
化
を
自
ら
立
て
直
す
の
が
絶
対
条
件
で

す
。
ま
た
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
関
し
て
も
、
電
力
会
社
こ
そ

が
外
に
対
し
て
し
っ
か
り
交
渉
を
し
て
、
少
し
で
も
安
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
買
う
た
め
の
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
競
争
の
な
か
で
勝
ち
残
る
力
と
知
恵
を
高
め
つ
つ
、
電
力

の
安
定
供
給
を
、
大
変
で
あ
っ
て
も
、
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

宮
家　

も
う
何
十
年
も
前
、
カ
タ
ー
ル
に
初
め
て
行
っ
た
と
き
、
天

然
ガ
ス
を
液
化
し
て
送
り
出
す
港
の
工
事
現
場
に
行
き
ま
し
た
。
電

力
会
社
の
人
は
も
ち
ろ
ん
い
た
が
、
そ
う
い
う
開
発
計
画
や
価
格
交

渉
に
、
ど
の
程
度
多
様
な
知
見
が
入
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
む
な
ら
、
外
交
や
安
全
保
障
の
専
門
家
も
電
力

の
基
本
く
ら
い
は
知
っ
て
お
く
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
に
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
じ
ゃ
な
く
ウ
ェ
ポ
ン
だ
か
ら
、
省
庁
の
壁
を
超
え
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
る
。
そ
れ
は
外
交
政
策
の
一

環
と
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

永
濱　

安
全
保
障
に
絡
む
話
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
が
絡
ん
で
交

渉
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

小
山　

中
東
で
も
ロ
シ
ア
で
も
多
く
の
場
合
、
相
手
国
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
は
国
営
企
業
、
国
そ
の
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、

日
本
だ
け
民
間
企
業
と
い
う
の
は
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
面
も
あ
る
。

永
濱　

だ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
輸
出
や
資
源
調
達

で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
大
事
。
電
気
は
ま

さ
に
「
経
済
の
血
液
」
で
、
電
力
供
給
が
今

後
ど
う
な
る
か
で
日
本
経
済
の
将
来
が
左
右

さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

宮
家　

原
発
を
売
る
こ
と
に
加
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
る
の
も
、
首
相
の
仕
事

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

本
日
は
示
唆
に
富
む
話
を
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日 

実
施
）　
編
集
／
田
窪
由
美
子

エネルギー
セキュリティへの

視点
3.11から3 年が経った。日本ではすべての原子力が停止したままで冬を越した。

貿易収支だけでなく経常収支も赤字を喫し、4月には消費税も上がる。日本経済に不透明感が漂い、

日本の外では中東・アフリカ、ロシア・ウクライナ、東アジアでも不安定な状況が続くなか、

エネルギーセキュリティをどう考えるのか?

安全保障、自給率、資源外交、備蓄、原子燃料サイクルといった各側面について、

専門家・有識者の意見を聴いた──
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ま
る
で
竜
宮
城
だ
─
─
例
え
ば
紛
争
が
続
く
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら
、
ナ
イ
ロ
ビ
、
ド
バ
イ
を
経
由
し
て

帰
国
す
る
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
境
地
帯
か
ら
首
都

ジ
ュ
バ
に
戻
っ
た
だ
け
で
都
会
に
戻
っ
た
気
が
す
る

し
、
ナ
イ
ロ
ビ
は
文
明
国
、
ド
バ
イ
は
華
や
か
な
先

進
国
、
そ
し
て
成
田
に
着
く
と
も
う
竜
宮
城
。
ポ
ロ

ン
ポ
ロ
ン
と
心
地
よ
い
音
楽
が
流
れ
、
国
際
基
準
で

見
れ
ば
と
て
つ
も
な
く
平
和
で
安
全
な
国
。
そ
れ
が

日
本
だ
。

　

日
本
が
こ
れ
ほ
ど
の
国
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
が
、
そ
れ
は
日
本
の
主
体
的
努
力
だ
け
で
成
し
得

た
も
の
で
は
な
い
。
戦
後
の
国
際
情
勢
の
な
か
、
自

ら
安
全
保
障
問
題
に
関
わ
ら
ず
に
済
む
と
い
う
幸
運

に
恵
ま
れ
た
。
結
果
と
し
て
今
日
の
平
和
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
六
〇
年
以
上
も
こ
の
状
態
が
続
い
た
こ
と

で
、
日
本
人
は
「
安
全
は
タ
ダ
」「
平
和
が
当
た
り

前
」
と
い
う
感
覚
を
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
世
界
は
変
化
し
て
い
る
。
国
際
社
会
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
す
る
一
方
、

中
国
が
国
力
を
増
強
。
中
東
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に

紛
争
は
熾
烈
化
し
、
国
際
テ
ロ
勢
力
も
国
境
を
超
え

て
拡
散
傾
向
に
あ
る
。
世
界
の
治
安
が
ど
ん
ど
ん
悪

化
す
る
一
方
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
頼
み

が
期
待
で
き
な
い
以
上
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

し
か
な
い
事
態
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
政
府
は
昨
年
一
二
月
、
国
家
安
全

保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
を
創
設
し
、
国
家
安

全
保
障
戦
略
を
策
定
。
日
本
の
国
益
、
国
家
安
全
保

障
上
の
目
標
と
課
題
、
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
戦

略
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
示
し
た
も
の
で
、
独
立
国
家
の

安
全
保
障
戦
略
と
し
て
至
極
妥
当
な
も
の
だ
。

　

た
だ
問
題
は
こ
の
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
現
場
レ

ベ
ル
で
ど
う
実
行
し
て
い
く
か
。
安
全
保
障
は
情
報

が
命
。
世
界
情
勢
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
で
き
る
人
材
が
不

め
な
い
と
い
け
な
い
。
欧
米
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
学
問
と
し
て
成
立
し
、
体
系
的
に
学

ぶ
し
く
み
が
で
き
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基

本
は
割
と
単
純
で
、
性
悪
説
の
も
と
自
分
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
よ
う
警
戒
心
を
顕
す
と
と
も
に
、

万
一
の
対
応
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
尽
き
る
。
日
本

人
は
防
災
訓
練
の
浸
透
で
地
震
の
時
さ
っ
と
机
の
下

に
潜
れ
る
が
、
銃
声
を
聞
く
と
フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま

可
欠
だ
が
、
今
の
日
本
に
は
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
よ
う
な
国
に
行
っ
て
、
現
地
で
デ
ィ
ー
プ
な

情
報
収
集
が
で
き
る
人
材
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

政
府
だ
け
で
な
く
民
間
で
も
人
材
不
足
は
深
刻

だ
。
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
百
戦
錬
磨
の
ネ
ゴ
シ
エ
イ

タ
ー
と
か
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
分
け
入
っ
て
事
業

を
進
め
る
商
社
マ
ン
と
か
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

人
が
結
構
い
た
が
、
こ
う
し
た
世
代
が
引
退
し
た
あ

と
、
若
い
世
代
が
育
っ
て
い
な
い
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
が
浸
透
し
て
無
茶
な
交
渉
は
で

き
ず
、
危
険
が
迫
れ
ば
す
ぐ
撤
収
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
修
羅
場
経
験
の
な
い
ス
マ
ー
ト
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ば
か
り
。
日
本
人
は
規
制
さ
れ
る
の
が

好
き
だ
が
、
も
っ
と
独
立
自
尊
で
や
っ
て
い
く
気
概

が
な
い
と
、
世
界
で
交
渉
な
ど
で
き
は
し
な
い
。

　

情
報
収
集
の
ベ
ー
ス
は
信
頼
関
係
。
い
く
ら
情
報

網
が
発
達
し
て
も
実
際
に
会
わ
な
い
と
物
事
が
動
か

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

菅
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国
際
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

安
全
保
障
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分野の人材育成なども手がける。
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な
い
こ
と
は
多
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
直
接
現
地
に

飛
び
込
み
、
い
か
に
胸
襟
を
開
い
て
接
し
、
信
頼
し

て
も
ら
う
か
。
単
な
る
金
持
ち
日
本
で
な
く
、
古
来

の
武
士
道
精
神
と
い
う
か
、
日
本
人
と
し
て
の
価
値

観
を
持
っ
て
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
価
値
観
外
交
だ
。

　

そ
れ
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
世
界
各
地
に
送
り

出
す
こ
と
が
長
期
的
な
国
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る

が
、
日
本
人
は
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
か
ら
始

国家安全保障会議

中東・アフリカの主なテロ組織

「防衛白書2013」の資料をもとに作成

う
。
逆
に
欧
米
人
は
銃
声
で
す
ぐ
床
に
伏
せ
る
が
、

地
震
で
は
フ
リ
ー
ズ
す
る
。
単
純
だ
が
対
応
を
知
っ

て
お
く
だ
け
で
安
全
性
は
格
段
に
高
ま
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

質
事
件
の
悲
報
に
も
接
し
て
、
日
本
人
も
よ
う
や

く
「
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
」
重
要
性
に
気
づ
き

始
め
た
。
海
外
赴
任
す
る
社
員
を
対
象
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
訓
練
を
行
う
企
業
も
僅
か
な
が
ら
増
え
て
き
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
の
採
掘
現
場
は
辺
境
の
治

安
の
悪
い
地
域
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
を
越
え
て
日
本
に
運
ぶ
な
ら
海
賊
対
策
も
必
要

に
な
る
。
電
力
会
社
は
立
場
的
に
安
く
買
う
の
が
仕

事
だ
が
、
現
地
が
ど
れ
ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
資

源
開
発
し
て
い
る
か
実
情
も
わ
か
ら
ず
値
切
っ
た
り
、

逆
に
ど
ん
な
に
政
情
不
安
定
で
も
金
さ
え
払
え
ば
買

え
る
と
い
う
態
度
で
は
、
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。
上

流
の
資
源
開
発
段
階
か
ら
の
関
与
を
も
っ
と
増
や
す

こ
と
が
、
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

従
来
は
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
よ
う
に
も
、
原

子
力
の
安
全
神
話
を
覆
す
よ
う
な
対
策
は
取
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
マ
イ
ン
ド
が
日
本
全
体

に
あ
っ
た
。
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ス
ク
を
正
面

か
ら
見
据
え
、
そ
れ
で
も
原
子
力
が
必
要
な
ら
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
─
─
竜
宮
の
夢
か
ら
醒

め
て
、
現
実
を
見
る
と
き
に
来
て
い
る
。
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日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は

一
九
六
〇
年
に
八
〇
％
近
く
あ
っ
た
が
、
食
生
活
の

変
化
や
農
産
物
の
貿
易
自
由
化
を
受
け
、
八
〇
年
に

は
五
〇
％
近
く
に
低
下
し
た
。
九
〇
年
代
以
降
は
国

内
農
業
の
衰
退
も
影
響
し
て
さ
ら
に
下
が
り
続
け
、

二
〇
一
二
年
度
は
三
九
％
。
政
府
は
二
〇
年
度
の
食

料
自
給
率
を
五
〇
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し

て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
は
膨
大
な
補
助
金
を
つ
け

る
か
、
食
生
活
を
大
き
く
変
え
な
い
と
ム
リ
。
焼
き

芋
や
ぬ
か
漬
け
だ
け
と
い
っ
た
戦
時
中
の
よ
う
な
食

生
活
に
戻
る
覚
悟
が
あ
れ
ば
自
給
率
一
〇
〇
％
も
可

能
だ
が
、
そ
れ
で
人
々
は
満
足
で
き
る
の
か
。

　

そ
も
そ
も
食
料
の
安
全
保
障
を
左
右
す
る
フ
ァ
ク

タ
ー
は
自
給
率
だ
け
で
は
な
い
。
鎖
国
し
て
い
る
の

で
な
い
限
り
、
国
内
生
産
（
自
給
）、
輸
入
、
備
蓄

の
三
つ
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

例
え
ば
「
輸
入
」
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
輸
入
先

を
多
角
化
し
て
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
。
実
際
、
過

去
に
は
苦
い
経
験
が
あ
る
。
一
九
七
三
年
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
の
数
カ
月
前
、
突
然
日
本
を
襲
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
大
豆
禁
輸
措
置
「
大
豆
シ
ョ
ッ
ク
」
だ
。
当

時
ほ
ぼ
ア
メ
リ
カ
一
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た

日
本
で
は
大
豆
製
品
が
二
〜
三
倍
に
急
騰
。
店
頭
や

食
卓
か
ら
豆
腐
や
納
豆
が
消
え
た
。

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
日
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
開
発

支
援
に
取
り
組
み
、
不
毛
の
大
地
「
セ
ラ
ー
ド
」
を

世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
へ
変
貌
さ
せ
た
。
近
年
、
ア

フ
リ
カ
や
南
米
で
未
開
の
耕
作
地
を
他
国
が
買
い
占

め
る
「
ラ
ン
ド
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
横
行
し
て
い
る
が
、

日
本
は
セ
ラ
ー
ド
の
経
験
を
生
か
し
、
相
手
国
に
喜

ば
れ
る
方
法
で
供
給
源
の
多
様
化
を
図
れ
ば
い
い
。

　

ま
た
「
備
蓄
」
は
、
短
期
的
措
置
と
し
て
重
要
だ

が
、
増
や
し
す
ぎ
る
と
維
持
コ
ス
ト
が
嵩
む
た
め
、

国
際
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
。
自
前
の
軍
隊
を
持
ち
軍
拡
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
国

民
生
活
が
疲
弊
す
る
「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
同

様
「
自
給
率
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
る
だ
け
だ
。

　

む
し
ろ
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
な
ど
国
際
協

調
・
相
互
依
存
。
い
わ
ば
「
友
だ
ち
」
を
た
く
さ
ん

つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
究
極
の
安
全
保
障
だ
。
輸
入
も

安
定
す
る
し
、
備
蓄
も
土
地
代
の
安
い
海
外
で
行
え

ば
い
い
。
国
際
競
争
力
の
あ
る
美
味
し
い
日
本
の
コ

メ
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
の
和
食
と
セ
ッ
ト
で
世
界

に
売
り
込
む
の
も
い
い
。
そ
れ
で
輸
出
量
が
増
え
れ

ば
、
結
果
的
に
自
給
率
も
向
上
す
る
。

　

食
料
の
安
全
保
障
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
そ
れ
と
重
な

る
面
が
多
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
産
業
の
食
料
」
で

あ
る
か
ら
だ
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
食
料

よ
り
一
桁
少
な
い
僅
か
四
％
、
準
国
産
と
い
わ
れ
る

原
子
力
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
や
っ
と
二
〇
％
。
こ
れ
で

原
子
力
を
な
く
せ
ば
電
気
料
金
は
高
騰
し
、
企
業
は

海
外
に
逃
げ
出
す
だ
ろ
う
。
雇
用
は
減
り
日
本
は
今

の
生
活
水
準
を
維
持
で
き
ず
、
技
術
力
も
失
わ
れ
か

ね
な
い
。
そ
ん
な
国
に
世
界
は
目
を
向
け
る
の
か
？

　

魅
力
が
な
い
と
友
だ
ち
に
見
向
き
も
さ
れ
な
い
。

国
の
魅
力
を
失
っ
た
と
き
安
全
保
障
は
脅
か
さ
れ
る
。

　

食
料
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
世
の
中
に
リ
ス
ク
フ

リ
ー
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
現
実
を
踏
ま
え

て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
、
今
一

度
、
深
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

備
蓄
政
策
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
ス
イ
ス
。
永
世
中

立
国
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
も
Ｅ
Ｕ
に
も
非
加
盟
の
ス
イ
ス

は
、
有
事
に
備
え
一
〇
日
間
の
食
料
備
蓄
を
全
家
庭

に
義
務
づ
け
て
い
る
。
普
段
食
べ
る
パ
ン
も
備
蓄
し

て
あ
る
古
い
小
麦
か
ら
順
に
使
う
。
日
本
の
古
々
米

の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
味
は
落
ち
る
が
「
安
全
保

障
の
た
め
」
と
い
う
国
民
的
合
意
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
人
口
五
百
万
の
ス
イ
ス
の
例
を

一
億
二
千
万
人
の
日
本
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
有
事
に
備
え
る
姿
勢
は
参
考
に

な
る
。

　

天
候
不
順
に
よ
る
不
作
、
港
湾
ス
ト
や
海
上
封
鎖

に
よ
る
短
期
的
な
輸
入
途
絶
、
気
候
変
動
に
よ
る
供

給
不
足
な
ど
、
リ
ス
ク
の
種
類
と
規
模
に
応
じ
た
対

策
が
必
要
だ
。
最
大
の
リ
ス
ク
は
戦
争
だ
が
、
そ
れ

以
外
は
備
蓄
で
か
な
り
凌
げ
る
。
万
一
戦
争
で
輸
入

が
途
絶
え
て
も
最
低
限
の
食
料
は
自
給
で
き
る
し
く

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点
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間
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東京大学大学院農学生命科学研究科
教授（農業・資源経済学）
1951年山形県生まれ。帯広畜産大
学畜産学部卒、東京大学大学院農学
系研究科修士課程修了、米アイオワ
州立大学大学院経済学研究科博士課
程修了。国際食料政策研究所（ワシ
ントン）客員研究員、小樽商科大学教
授、国連食糧農業機関（FAO,ローマ）
専門研究員、成蹊大学教授、オースト
ラリア国立大学客員研究員などを経
て、2003年より現職。著書『農業問
題：TPP後、農政はこう変わる』『現
代日本農業の政策過程』など。
http://www.ec.a.u-tokyo.ac.jp/

み
を
準
備
し
て
お
け
ば
、
国
民
も
安
心
す
る
。

　

但
し
、
有
事
の
際
に
輸
入
が
途
絶
え
る
の
は
食
料

だ
け
で
は
な
い
。
食
料
生
産
や
輸
送
に
不
可
欠
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
途
絶
え
る
。
食
料
だ
け
の
安
全
保
障
な

ど
成
り
立
た
な
い
。
食
料
は
軍
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

と
も
に
、
総
合
安
全
保
障
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
有

事
法
制
に
組
み
込
ん
で
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

自
給
率
は
あ
く
ま
で
結
果
。
食
生
活
と
農
業
生
産

外務省の資料をもとに作成

農林水産省の資料をもとに作成

力
と
輸
入
購
買
力
の
結
果
と
し
て
現
れ
る
も
の
だ
が
、

今
は
数
値
目
標
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
。
国
民

も
自
給
率
は
高
い
ほ
う
が
安
心
と
は
言
う
が
、
上
げ

る
た
め
自
ら
コ
ス
ト
負
担
し
よ
う
と
い
う
声
は
聞
こ

え
な
い
。
莫
大
な
補
助
金
を
つ
け
て
日
本
の
気
候
風

土
に
合
わ
な
い
、
つ
ま
り
市
場
競
争
力
の
な
い
麦
や

大
豆
へ
生
産
誘
導
し
て
数
値
だ
け
上
げ
て
も
、
消
費

者
は
喜
ば
な
い
し
食
料
安
全
保
障
に
は
つ
な
が
ら
な

カナダ

223

187

130 121

65 59 56 50
39

オーストラリアアメリカ フランス ドイツ イギリス イタリア スイス 韓国 日本

（％）
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2012年度
39％

■発効済：13
シンガポール、メキシコ、マレーシア、チリ、タイ、
インドネシア、ブルネイ、ASEAN全体、フィリピン、スイス、ベトナム、インド、ペルー
■交渉段階：10（交渉完了・未署名含む）
オーストラリア（交渉中）、モンゴル（交渉中）、カナダ（交渉中）、コロンビア（交渉中）、日中韓（交渉中）、
EU（交渉中）、RCEP（交渉中）、TPP（交渉中）、GCC（交渉延期）、韓国（交渉中断中）
■交渉開始前の段階（共同研究中など）
トルコ

日本のEPA/FTAの現状（2013年7月時点）

食料自給率国際比較
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３
・
11
以
前
の
日
本
の
電
源
構
成
は
、
石
炭
、
天

然
ガ
ス
、
原
子
力
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
弱
、
残
り
を

石
油
や
水
力
等
で
賄
っ
て
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
見
る
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
構
成

だ
っ
た
が
、
原
子
力
が
稼
動
停
止
し
た
後
は
、
火
力

発
電
に
大
き
く
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
た
。
特
に
天

然
ガ
ス
の
比
率
は
二
〇
一
〇
年
度
の
二
九
・
三
％
か

ら
一
二
年
度
は
四
二
・
五
％
に
急
増
。
輸
入
コ
ス
ト

も
増
大
し
、
貿
易
収
支
は
過
去
最
大
の
赤
字
を
喫
し

た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
日
本
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
外

交
は
、「
安
定
調
達
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
調
達
価
格
抑

制
」
に
従
来
以
上
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
主
要
命
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

価
格
抑
制
を
め
ざ
す
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
好
材

料
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
輸
入
の
目

処
が
立
っ
た
こ
と
だ
。
世
界
の
ガ
ス
市
場
は
、
北
米
、

ま
だ
ま
だ
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
続
く
可
能
性
も
あ

る
。

　

だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
日
本
と
ロ
シ
ア
は
近
い
。

シ
ー
レ
ー
ン
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考

え
れ
ば
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
調
達
を
一
定
量
増
や
す
こ

と
は
戦
略
的
に
重
要
だ
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
イ
ラ
ン
だ
。
核

問
題
で
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
か
ら

欧
州
、
ア
ジ
ア
で
価
格
に
大
き
な
地
域
差
が
あ
る
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
沸
く
北
米
市
場
は
最
も
安
く

一
〇
〇
万
Ｂ
Ｔ
Ｕ
あ
た
り
四
〜
五
ド
ル
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
生
産
に
は
後
れ
を
取
っ
た
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
調
達
で
き
る
欧
州
は
一
二
〜
一
三
ド
ル
。
近
隣
に

低
廉
で
豊
富
な
生
産
地
が
少
な
く
、
遠
方
か
ら
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
ア
ジ
ア
は
さ
ら
に

プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
一
六
〜
一
七
ド
ル
だ
。
し
か

し
北
米
の
低
廉
な
ガ
ス
を
輸
入
で
き
れ
ば
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

へ
の
転
換
コ
ス
ト
と
輸
送
費
を
加
算
し
て
も
欧
州
並

み
価
格
へ
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
。
日
本
は
既
に
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
輸
入
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
。

実
際
の
輸
入
開
始
は
一
七
年
の
予
定
だ
か
ら
、
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
が
、
目
標
に
向
け
一
歩
踏
み
出
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

で
は
「
次
の
一
歩
」
を
ど
う
踏
み
出
す
か
。
ア
メ

リ
カ
同
様
、
安
い
北
米
市
場
の
カ
ナ
ダ
産
シ
ェ
ー
ル

制
裁
措
置
を
受
け
て
き
た
イ
ラ
ン
だ
が
、
一
三
年
夏

の
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
発
足
後
は
関
係
修
復
の
兆
し
も
あ

る
。
見
通
し
は
未
だ
不
透
明
だ
が
、
一
二
年
に
は
ロ

シ
ア
を
抜
い
て
世
界
一
と
な
っ
た
ガ
ス
埋
蔵
量
を
持

つ
だ
け
に
、
日
本
も
イ
ラ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
資
源

外
交
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
ガ
ス
価
格
交
渉
に
お
け
る

最
大
の
カ
ー
ド
は
、
原
子
力
の
再
稼
動
だ
。
資
源
外

ガ
ス
か
、
３
・
11
後
の
ス
ポ
ッ
ト
需
要
を
担
い
急
速

に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
カ
タ
ー
ル
か
。
か
ね
て
か
ら

の
輸
入
先
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、

新
顔
と
し
て
は
ア
フ
リ
カ
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
選
択

肢
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

　

ガ
ス
生
産
量
で
は
ア
メ
リ
カ
に
抜
か
れ
た
も
の
の
、

依
然
世
界
最
大
級
の
埋
蔵
量
を
誇
る
ロ
シ
ア
は
ど
う

か
。
〇
九
年
に
サ
ハ
リ
ン
２
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
を

稼
動
さ
せ
た
ロ
シ
ア
は
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
九
％
を

担
う
主
要
輸
入
先
の
一
つ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
供

給
量
は
さ
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
。
誰
が
売
る
か
、
ロ

シ
ア
国
内
の
主
導
権
争
い
が
決
着
せ
ず
、
大
き
な
埋

蔵
量
を
持
つ
と
さ
れ
る
サ
ハ
リ
ン
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
技
術
的
問
題
か
ら
生
産
開
始
は
大
幅
に
遅
延
。
東

ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
拡
大
を
図
り
た
い
ロ
シ
ア
は

一
三
年
末
、
国
営
企
業
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
独
占
し
て
い

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
を
自
由
化
す
る
法
案
を
可
決
し
た
が
、

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

畔
蒜
泰
助 

東
京
財
団
研
究
員 
兼 

政
策
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

資
源
外
交

原
子
力
は
じ
め

多
様
な
カ
ー
ド
で
交
渉
に
臨
む

あびる　たいすけ
東京財団研究員 兼 
政策プロデューサー
1969年東京都生まれ。早稲田大学
政治経済学部卒、モスクワ国立国際
関係大学国際関係学部修士課程修了。
2005年より東京財団研究員。「日露
戦略対話」プロジェクト・リーダー、

「資源エネルギー」プロジェクト・メ
ンバー。著書『「今のロシア」がわか
る本』、共著『原発とレアアース』など。
総合情報誌「月刊FACTA」を中心に
寄稿多数。
http://www.tkfd.or.jp/research/
people/detail.php?id=38

交
の
要
諦
は
、
将
来
の
不
確
定
要
素
を
で
き
る
だ
け

排
除
し
て
予
見
性
を
高
め
、
少
し
で
も
自
国
に
有
利

な
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を

行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
外
交
交
渉
が
必
ず
し
も
上
手

く
い
く
保
証
は
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
な
お
さ
ら
自
ら

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
日

本
自
身
が
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
原
子
力
を
再
稼
動

さ
せ
、「
足
元
を
見
ら
れ
て
い
る
」
状
況
を
解
消
す

る
こ
と
が
一
番
の
カ
ー
ド
に
な
る
。

　

し
か
し
ど
う
し
て
も
原
子
力
が
動
か
な
い
場
合
に

備
え
、
環
境
問
題
と
の
兼
ね
合
い
は
あ
る
が
、
石
炭

と
い
う
選
択
肢
も
考
慮
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
は
、
特
定
の
地
域
や
資

源
に
依
存
し
な
い
こ
と
。
国
際
情
勢
や
相
手
国
の
状

況
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
多
様
な
カ
ー
ド
を

組
み
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
こ
と
だ
。

　

臨
機
応
変
な
資
源
外
交
─
─
そ
れ
に
は
、
十
分
な

情
報
収
集
と
冷
静
な
分
析
判
断
を
行
う
研
究
会
や
研

究
組
織
、
い
わ
ば
「
資
源
外
交
を
支
え
る
知
的
イ
ン

フ
ラ
」
が
不
可
欠
だ
。
と
こ
ろ
が
３
・
11
以
降
、
こ

う
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
シ
ュ
リ
ン
ク
（
縮
小
）
す
る
方

向
に
あ
る
。
実
は
こ
れ
を
下
支
え
し
て
い
た
の
が
電

力
会
社
だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
知
的
イ
ン
フ
ラ
の
弱
体

化
は
決
し
て
国
益
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

世
界
の
情
勢
が
刻
々
変
化
す
る
な
か
、
早
急
に
こ

の
縮
小
ト
レ
ン
ド
を
逆
転
さ
せ
る
。
そ
う
し
な
い
限

り
、
日
本
の
資
源
外
交
の
成
功
は
見
込
め
な
い
。

日本の主要ＬＮＧ輸入先

日本の貿易に占めるエネルギー取引

「エネルギー白書2013」の資料をもとに作成

畔蒜氏提供資料より

シェール革命が世界に与える影響

2010年 2012年

マレーシア
19.8％

オーストラリア
18.9％

インドネシア 18.2％
カタール
10.9％

ロシア
8.8％

マレーシア 16.4％ロシア 9.6％

ブルネイ
6.8％

その他

インドネシア
6.6％

UAE
6.4％

カタール
17.6％

オーストラリア
19.6％

その他

エネルギーは全体の約34％ ＝

その他 66%
　•電気機器 12％ •化学製品 8％
　•食料品 8％ •原料別製品（鉄鋼、金属製品等） 8％
　•一般機械 7％ •原料品（鉄鉱石、非金属鉱等） 7％　など

原油 17％ LNG
9％

石油
製品
5％

石
炭 

３
％

2012年の日本の化石燃料輸入額は約２４兆円
輸入総額（約７１兆円）の約３分の１

❷カタール
ヨーロッパ、アジア
マーケットの拡大

消滅

既存の輸出

今後検討が進むと
見込まれる輸出

❹ロシア
東アジアマーケットの開拓

❺中国
トルクメニスタンから

輸入拡大

❶北米（米国・カナダ）
輸出国への転換

❻モザンビーク
供給先の開拓 ❼豪州

供給先開拓・
価格交渉に直面

❸ヨーロッパ
中東からの
輸入拡大

❽日本
天然ガス輸入先の

多角化

財務省貿易統計等をもとに作成
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
す
な
わ
ち
「
守
り
」
を
固
め
る
に

は
、
ま
ず
「
敵
」
の
攻
撃
の
可
能
性
（
リ
ス
ク
）
と

そ
の
パ
タ
ー
ン
を
予
め
知
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
Ａ
＝
振
幅
が
増
大
す
る
リ
ス
ク
（
価
格
や
需

要
の
不
安
定
度
が
増
大
）、
Ｂ
＝
単
調
に
増
大
す
る

リ
ス
ク
（
価
格
な
ど
の
絶
対
水
準
が
ず
る
ず
る
悪

化
）、
Ｃ
＝
瞬
時
に
不
連
続
な
変
化
を
生
じ
る
リ
ス

ク
（
危
機
的
な
突
発
事
象
が
勃
発
）
の
三
つ
を
想
定

す
る
。

　

Ａ
に
対
し
て
は
、
短
期
的
に
は
備
蓄
や
市
場
安
定

化
、
中
期
的
に
は
テ
ロ
や
紛
争
抑
止
と
い
う
根
本
要

因
の
除
去
も
必
要
だ
。
Ｂ
に
対
し
て
は
、
省
エ
ネ
な

ど
で
需
要
を
抑
え
つ
つ
、
中
期
的
に
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な
ど
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
に
対
し
て
は
、
未
然
防
止
と
影
響
緩
和
。
短
期
的

に
は
供
給
源
の
多
様
化
、
長
期
的
に
は
自
給
率
の
向

上
な
ど
、
い
わ
ば
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靱
性
）
を
備

ア
メ
リ
カ
は
資
源
国
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
供
給
元

と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
パ
イ
プ

の
中
の
資
源
も
自
国
の
備
蓄
と
し
て
働
く
。
日
本
と

し
て
も
、
信
頼
で
き
る
市
場
と
輸
送
手
段
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
備
蓄
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
は
却
っ
て

不
適
切
だ
。

　

一
方
、
原
子
力
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
は
、
石
油

な
ど
と
異
な
り
世
界
各
地
に
分
散
し
て
存
在
す
る
な

え
る
こ
と
が
大
事
。
こ
の
よ
う
に
、
時
間
軸
も
考
慮

し
な
が
ら
、
攻
撃
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
「
武
器
」
を

組
み
合
わ
せ
て
持
つ
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
だ
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｆ
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）「
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ス
ク
報
告
書
２
０
１
３
年
版
」
に
よ
れ
ば
、
現

在
の
世
界
は
、「
長
期
間
に
わ
た
る
財
政
不
均
衡
」

や
「
極
端
な
所
得
格
差
」
な
ど
の
リ
ス
ク
が
発
生
可

能
性
・
影
響
の
両
面
で
深
刻
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、

不
安
定
度
が
増
し
て
い
る
。
日
本
周
辺
の
情
勢
を
見

て
も
、
外
交
面
で
の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
が
懸
念
さ

れ
、
多
方
面
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
は
急
務
だ
。

　

最
も
有
力
な
武
器
の
一
つ
は
「
備
蓄
」
だ
が
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
タ
ン
ク
に
現
物
を
大
量
に
抱
え
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
市
場
が
健
全
に
機
能
し
、
い
つ

で
も
ど
ん
な
量
で
も
適
正
な
価
格
で
入
手
で
き
る
な

ら
、
市
場
機
能
そ
れ
自
体
が
備
蓄
だ
と
も
言
え
る
。

ど
、
供
給
安
定
度
も
高
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
燃
料
サ

イ
ク
ル
は
「
潜
在
的
備
蓄
効
果
」
を
持
つ
。
原
子
燃

料
は
、
原
子
炉
に
装
荷
す
れ
ば
燃
料
交
換
な
し
に
三

年
程
度
燃
え
続
け
る
。
交
換
用
に
炉
内
に
在
庫
し
て

い
る
新
燃
料
、
次
に
使
う
た
め
加
工
工
程
に
あ
る
燃

料
・
原
料
を
合
わ
せ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
頃
の
デ
ー

タ
で
は
あ
る
が
、
日
本
全
体
で
約
二
年
余
分
を
備
蓄

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
再
処
理
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
利
用
す
れ
ば
備
蓄
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
値

は
増
大
し
、
仮
に
高
速
増
殖
炉
が
実
現
す
れ
ば
も
は

や
追
加
の
ウ
ラ
ン
の
手
当
て
を
要
し
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
技
術
開
発
に
よ
っ

て
さ
ら
に
価
値
を
増
す
弾
力
性
の
あ
る
備
蓄
は
、
実

は
Ａ
や
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
石
油
備
蓄
で
は
対
応
で
き

な
い
Ｂ
の
リ
ス
ク
に
も
対
抗
力
を
持
ち
得
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
質
も
踏
ま
え
て
、
日
本
は
石
油
危

機
以
降
、
原
子
力
の
導
入
拡
大
を
進
め
、
リ
ス
ク
低

減
を
図
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
日
本
は
原
子
力

を
全
面
停
止
し
、
電
力
供
給
の
約
九
割
を
火
力
に
依

存
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
余
儀
な
い

理
由
に
よ
る
停
止
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
苦
労
し
て
手
に
し
た
強

力
な
武
器
を
自
ら
放
棄
し
て
い
る
に
等
し
い
。

　

と
も
あ
れ
、
今
後
日
本
が
原
子
力
を
再
稼
動
さ
せ

て
い
く
上
で
は
、
相
応
の
覚
悟
と
責
任
が
伴
う
こ
と

を
強
調
し
た
い
。
原
子
力
安
全
の
徹
底
し
た
再
検
証

と
改
善
が
執
ら
れ
た
こ
と
が
国
民
に
よ
く
理
解
さ
れ

る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
日
本
の
核
物
質
関
連
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
の
流
出
を
防
止
す
る
「
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」
面
で
果
た
す
べ
き
義
務
が
あ
る
。
平

和
目
的
に
特
化
し
つ
つ
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
な
が
ら
、
原
子
力
技
術
を
い
か
に
賢
く
効
率
的
に

使
う
か
の
模
範
を
示
す
─
─
そ
れ
こ
そ
が
、
国
際
社

会
に
対
す
る
日
本
の
責
任
で
あ
り
貢
献
だ
。
そ
の
貫

徹
の
気
概
な
く
し
て
、
原
子
力
の
将
来
は
な
い
。

　

石
油
危
機
直
後
の
七
四
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｅ

Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
は
、
石
油
備
蓄
基

準
（
前
年
純
輸
入
量
の
九
〇
日
分
）
を
満
た
す
こ
と

が
加
盟
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
供
給
途
絶
時
に
は
市

場
に
協
調
放
出
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
協
調

放
出
は
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
や
〇
五
年
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
時
に
、
市
場
安
定
化
に
成
果
を
上

げ
た
。

　

昨
今
の
中
東
情
勢
か
ら
石
油
危
機
の
再
来
を
懸
念

す
る
声
も
あ
る
が
、
産
油
国
側
も
学
習
し
た
は
ず
だ
。

つ
ま
り
、
石
油
価
格
の
高
騰
は
日
本
な
ど
購
入
国
側

に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
気
運
を
生
み
、
産
油
国

側
の
損
失
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
や
石
油
は
「
普
通

の
財
」
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
備
蓄
で
対
抗
し
よ

う
と
し
た
Ａ
や
、
特
に
Ｃ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
著
し

く
減
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
は
欧
米
は
さ
ほ
ど
備
蓄
を
重
視
し
て
い
な
い
。

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

長
野
浩
司 

電
力
中
央
研
究
所
社
会
経
済
研
究
所
副
研
究
参
事

備
蓄潜

在
的
備
蓄
効
果
と
い
う

「
武
器
」

ながの　こうじ
電力中央研究所
社会経済研究所副研究参事
1962年東京都生まれ。東京大学工学
部原子力工学科卒、同大学院工学系
研究科原子力工学専攻修士課程修了。
博士（東京大学）。電力中央研究所
入所、90-92年国際応用システム分
析研究所（IIASA、オーストリア）
研究員、社会経済研究所主任研究員、
上席研究員などを経て、現職。現在、
電気事業経営領域とエネルギー技術
評価領域のリーダーを兼務。
http://www.denken.or.jp/jp/serc/
serc/profile/nagano.html

想定すべきリスクの性状

発生の可能性が高いグローバルリスク上位5位（2010〜2014年）

WEF「グローバルリスク報告書2014年版」の資料をもとに作成

電力中央研究所の資料をもとに作成

2010 2011 2012 2013 2014

1位 資産価格の
崩壊 気象災害 極端な

所得格差
極端な

所得格差 所得格差

2位
中国の

経済成長鈍化
（＜6％）

水害 長期間にわたる
財政不均衡

長期間にわたる
財政不均衡 異常気象

3位 慢性疾患 不正行為 温室効果ガス
排出量の増大

温室効果ガス
排出量の増大

失業および
不完全雇用

4位 財政危機 生物多様性の
喪失 サイバー攻撃 水供給危機 気候変動

5位
グローバル・
ガバナンスの

欠如

気候変動による
災害 水供給危機 高齢化への

対応の失敗 サイバー攻撃

原子力の潜在的備蓄効果

2005年時点のデータに基づく
電力中央研究所の資料をもとに作成

約2.8年

原子力
1GWe×50基
設備利用率80％
8.72EJ

石油
3.6EJ

石油ガス
（LPガス）
0.128EJ

2.35年

現状70日
目標90日

備
蓄
期
間（
不
安
定
性
へ
の
耐
性
） 発電所

約1年

加工施設等
約1.35年

現状
175日

リサイクルによる
上乗せ効果
0.2～0.5年

方向性A
振幅が増大するリスク

方向性C
瞬時に不連続な変化を

生じるリスク

方向性B
単調に増大するリスク
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エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
、
日
本
に
と
っ
て
過

去
・
現
在
・
未
来
に
亘
る
重
要
課
題
だ
。
か
つ
て
日

本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
の
も
、
一
つ
に
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
油
獲
得
が
目
的
だ
っ
た
し
、
昨

今
期
待
の
日
本
近
海
に
お
け
る
資
源
開
発
は
未
だ

将
来
の
話
。
現
在
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

九
六
％
を
海
外
に
依
存
し
、
原
発
の
長
期
停
止
が
続

く
な
か
で
代
替
化
石
燃
料
の
輸
入
に
年
間
約
四
兆
円

も
余
分
に
費
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
現
実
を
見

過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ウ
ラ
ン
も
輸
入
資
源
だ
が
、
使
用
済
燃
料
を
再
処

理
す
れ
ば
、
準
国
産
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
）
燃
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
。

高
速
増
殖
炉
が
実
現
す
れ
ば
、
発
電
で
消
費
し
た
以

上
の
燃
料
を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
た
め
に
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」

を
有
効
な
選
択
肢
と
し
た
の
は
間
違
い
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
上
は
非
常
に
有
効
だ
が
、
国
際
的
な
安
全
保
障

の
観
点
で
は
懸
念
も
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ウ
ラ

ン
と
並
ぶ
核
兵
器
原
料
で
あ
り
、
ウ
ラ
ン
よ
り
少
量

で
臨
界
に
達
す
る
た
め
小
型
化
が
容
易
で
ミ
サ
イ
ル

に
も
搭
載
し
や
す
い
。
日
本
は
現
在
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
「
在
庫
」
を
約
四
四
ト
ン
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
は

核
兵
器
に
す
れ
ば
五
千
発
以
上
に
相
当
す
る
。
米
ロ

の
核
保
有
は
七
千
〜
八
千
発
、
中
国
や
英
仏
は
二
百

〜
三
百
発
だ
か
ら
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
否

応
な
く
諸
外
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
大
量
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

持
っ
て
い
て
も
日
本
に
は
核
開
発
の
意
図
な
ど
な
い

が
、
そ
れ
で
納
得
し
て
く
れ
る
ほ
ど
世
界
は
甘
く
な

い
。「
で
は
何
に
使
う
の
か
？
」
と
問
わ
れ
た
場
合
、

軽
水
炉
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
や
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル

も
、
高
速
増
殖
炉
計
画
も
遅
れ
て
い
る
現
状
で
は
、

提
」
で
あ
る
。
技
術
的
な
安
全
確
保
だ
け
で
な
く
、

感
情
面
に
も
配
慮
し
、
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
政
府
、
事
業
者
、
研
究
者
な
ど
原
子
力

に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
が
国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め

な
い
こ
と
に
は
、
サ
イ
ク
ル
ど
こ
ろ
か
再
稼
動
す
ら

で
き
な
い
。

　

国
内
で
は
原
子
力
か
ら
撤
退
し
、
輸
出
面
に
お
い

て
国
際
的
影
響
力
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
非
現
実

的
だ
。
一
旦
撤
退
し
始
め
る
と
人
材
・
技
術
力
・
産

業
が
ど
ん
ど
ん
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
。
今
こ
そ
原
子

力
を
め
ぐ
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
脱
し
、
再
稼
動
を

実
現
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
回
し
て
い

け
る
よ
う
、
ま
ず
は
原
子
力
の
信
頼
回
復
へ
向
け
た

関
係
者
の
真
摯
な
努
力
を
望
み
た
い
。

納
得
を
得
る
説
明
は
難
し
い
。
ま
た
日
本
は
日
米
原

子
力
協
定
に
よ
り
核
保
有
国
以
外
で
唯
一
濃
縮
・
再

処
理
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
原
発
が
動
か
ず
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
使
い
途
も
明
確
で
な
い
日
本
に
再
処

理
を
認
め
る
な
ら
、
原
子
力
開
発
に
積
極
的
な
我
々

に
も
再
処
理
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と
し
て
、
他
国
の

交
渉
カ
ー
ド
に
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
在
庫
を
増
や
さ
な
い
方
法
と
し

て
直
接
処
分
が
主
張
さ
れ
る
が
、
直
接
処
分
に
は
、

地
中
深
く
に
埋
設
し
資
源
利
用
の
可
能
性
を
完
全
に

絶
つ
方
法
と
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
せ
る
よ
う
可

能
性
を
残
し
て
お
く
方
法
が
あ
る
。
前
者
を
選
択
す

れ
ば
将
来
ウ
ラ
ン
資
源
が
不
足
し
た
際
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
脅
か
す
し
、
後
者
の
場
合
は
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
脅
か
す
問
題
を
孕
む
う
え
、「
日
本

は
い
つ
か
核
開
発
す
る
気
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑

念
も
持
た
れ
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
直
接
処
分
の
場
合
、

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

浅
田
正
彦 

京
都
大
学
法
学
部
教
授

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

国
際
安
全
保
障
へ
、

日
本
は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
脱
出
を

あさだ　まさひこ
京都大学法学部教授

（国際法、核軍縮・不拡散）
1958年山口県生まれ。京都大学法学
部卒、同大学院法学研究科博士後期
課程中退。オックスフォード大学客
員研究員、岡山大学教授などを経て、
99年より現職。ジュネーブ軍縮会議
日本政府代表部専門調査員、外務省
参与、科学技術庁参与、原子力委員
会国際関係専門部会専門委員、国連
安保理北朝鮮制裁パネル委員など
歴任。著書『21世紀国際法の課題』

『核軍縮不拡散の法と政治』など。
http://law.kyoto-u.ac.jp/shokai/
staff/a-asada.html

再
処
理
に
比
べ
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
量
は

約
七
倍
に
増
え
る
と
も
試
算
さ
れ
て
お
り
、
処
分
場

選
定
の
ハ
ー
ド
ル
は
一
層
高
く
な
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
の
は
事
実
だ
が
、
実
際
に
原
子
力
か
ら
撤

退
・
縮
小
し
た
国
は
ご
く
一
部
で
、
新
規
導
入
を
め

ざ
す
国
が
相
次
ぐ
な
か
、
日
米
の
よ
う
に
核
不
拡
散

に
厳
し
い
条
件
を
付
け
て
き
た
原
子
力
供
給
国
が
前

面
か
ら
退
け
ば
、
中
ロ
な
ど
供
給
条
件
の
緩
い
国
々

が
世
界
の
原
子
力
開
発
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
る
。

国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
た

事
故
か
ら
学
ん
だ
安
全
技
術
を
世
界
に
広
め
る
た
め

に
も
、
日
本
は
原
子
力
を
維
持
し
、
ま
ず
は
プ
ル

サ
ー
マ
ル
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

原子燃料サイクル

（注）高レベル放射性廃棄物の発生体積には、キャニスタやオーバーパックを含む
文部科学省研究開発局の資料をもとに作成

英仏：日本が英仏に再処理を委託し、既に分離されてはいるが、まだ日本に
返還されていないもの

国内：再処理施設で分離されてから原子炉に装荷されるまでの状態のもの
原子力委員会の資料をもとに作成

と
考
え
る
。

　

日
本
の
サ
イ
ク
ル
政
策
は
、
一
八
年
に
一
応
の
期

限
を
迎
え
る
日
米
原
子
力
協
定
で
再
処
理
の
包
括
同

意
が
残
る
か
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
る
。
残
ら
な
け
れ

ば
逐
一
ア
メ
リ
カ
に
再
処
理
の
許
可
を
得
る
必
要
が

生
ず
る
。
原
子
力
の
先
行
き
が
不
透
明
な
ま
ま
で
は

包
括
同
意
の
維
持
交
渉
は
容
易
で
な
く
、
準
備
期
間

を
考
え
る
と
余
り
の
ん
び
り
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

そ
の
点
で
一
四
年
二
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
政
府
原
案
は
、
原
子
力
を

「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
、
サ

イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て
も
「
関
係
自
治
体
や
国
際
社

会
の
理
解
を
得
つ
つ
、
推
進
す
る
」
と
し
て
お
り
、

評
価
し
た
い
。
と
は
い
え
「
安
全
性
の
確
保
が
大
前

再処理による高レベル放射性廃棄物の量と有害度の低減
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工場

再転換
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放
射
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廃
棄
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水
面
の
き
ら
め
き・

水
中
の
灯
り 

武
田
美
保 
シ
ン
ク
ロ
ス
イ
マ
ー

　

子
供
の
頃
か
ら
練
習
中
心
の
生
活
で
、
ず
っ
と
水
の
中
で
過
ご
し
て
い
た
。

電
気
や
灯
り
で
思
い
浮
か
ぶ
の
も
、
や
は
り
プ
ー
ル
の
光
景
だ
。

　

二
〇
〇
〇
年
シ
ド
ニ
ー
。
自
分
に
と
っ
て
二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
の

舞
台
に
立
っ
た
時
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
ラ
イ
ト
に
包
ま
れ
た
。
日
本
チ
ー
ム

へ
の
声
援
の
渦
に
後
押
し
さ
れ
て
階
段
を
上
る
。
今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
す
べ
て
出
し
切
る
の
だ
。
心
の
底
か
ら
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
、
夢
に
描

い
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
た
。

　

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
に
は
、
チ
ー
ム
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
ソ
ロ
な

ど
が
あ
る
。
不
調
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、「
こ
の

演
目
は
完
全
に
自
分
の
も
の
に
で
き
た
」
と
い
う
自
信
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
シ
ド
ニ
ー
大
会
チ
ー
ム
競
技
で
の
空
手
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
目
が
、
ま
さ

に
そ
う
だ
っ
た
。「
早
く
自
分
の
演
技
を
出
し
た
い
！
」
と
逸は

や

る
ほ
ど
、
心
も

身
体
も
完
全
に
準
備
が
整
っ
て
い
た
。
演
技
中
の
水
中
で
は
、
い
つ
も
以
上
に

音
楽
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
、色
彩
も
ク
リ
ア
に
見
え
た
。心
身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
す
べ
て
う
ま
く
噛
み
合
い
、
潜
在
能
力
ま
で
発
揮
で
き
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
一
万
人
以
上
の
観
客
、
地
響
き
の
よ
う
な
歓
声
、
明
る
い
プ
ー
ル
サ
イ
ド

に
溢
れ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
。
圧
倒
的
な
眩
し
さ
が
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
。　

　

引
退
後
、
松
任
谷
由
実
さ
ん
の
「
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
」
と
い
う
シ
ョ
ー
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
水
を
使
う
シ
ョ
ー
で
演
技
を
す
る
の
だ
が
、
現
役
時
代

と
は
対
照
的
に
、
暗
闇
の
中
、
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
円
形
の
プ
ー
ル
を
泳
ぐ
。
暗

く
て
何
も
見
え
ず
、
回
転
す
る
と
方
向
も
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
三
時
、

六
時
、
九
時
、
一
二
時
の
方
向
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
色
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
も

ら
っ
た
。「
次
は
斜
め
左
に
行
き
た
い
か
ら
、
三
時
方
向
に
赤
の
ラ
イ
ト
が
見

え
る
よ
う
に
」
―
―
そ
ん
な
ふ
う
に
ラ
イ
ト
に
導
か
れ
て
水
の
中
を
進
む
。

　

思
え
ば
幼
い
頃
、
最
初
に
意
識
し
た
電
気
が
「
豆
球
」
だ
っ
た
。
暗
闇
が
怖

か
っ
た
の
で
、
小
さ
な
灯
り
が
点
い
て
い
る
と
ホ
ッ
と
し
た
。
普
段
の
生
活
で

も
小
さ
な
灯
り
に
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

　

毎
日
一
〇
時
間
、
水
中
で
練
習
し
て
き
た
が
、
昔
は
温
水
で
な
い
プ
ー
ル
も

多
か
っ
た
。
水
が
冷
た
い
と
息
が
苦
し
く
、
痺
れ
て
感
覚
も
な
く
な
っ
て
く
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
の
適
温
は
二
八
℃
。
筋
肉
が
ピ
ン
と
張
っ
て
、
動
く
と

ほ
ど
よ
く
温
ま
る
。
プ
ー
ル
の
熱
源
も
近
頃
は
電
気
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、

私
た
ち
は
灯
り
だ
け
で
な
く
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
電
気
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
は
以
前
の
よ
う
に
ふ
ん
だ
ん
に
電
気
は
使
え
な
い
が
、
一
度
手
に
入
れ
た

快
適
な
暮
ら
し
を
手
放
す
こ
と
は
難
し
い
。
か
と
い
っ
て
、
電
気
料
金
が
上
が

る
の
も
嬉
し
く
な
い
。
八
方
塞
が
り
か
な
と
も
感
じ
る
が
、
日
本
に
は
技
術
の

力
が
あ
る
。
そ
の
力
で
、
解
決
の
道
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

二
〇
二
〇
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、
日
本
の
技
術

を
生
か
し
た
素
晴
ら
し
い
灯
り
の
表
現
・
演
出
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

たけだ みほ　
シンクロスイマー
1976年京都市生まれ。5歳から
水泳を始め、7歳でシンクロコ
ースに転向。アトランタ、シド
ニー、アテネの3つのオリンピ
ックで、銀・銅計5個のメダル
を獲得。引退後、シンクロ解説
やシンクロを用いたショーにも
参加。講演、執筆でも活躍。三
重大学特任教授。
http://www.mihotakeda.net/
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あ
れ
か
ら
３
年
。

福
島
第
一・
第
二
原
子
力
発
電
所
を
訪
ね
て

エコル
ー
ツ
紀
行

東
京
大
学 

客
員
准
教
授 

松
本
真
由
美

3334

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津
波
に
よ
り
全
電
源
を
喪

失
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は

起
き
た
。
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
の
「
レ
ベ
ル

７
」（
深
刻
な
事
故
）と
評
価
さ
れ
、世
界
中
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
年
、
福
島
第
一
そ
し
て
事
故
を
免
れ

た
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
だ
ろ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
現
地
の
状
況
は

断
片
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
実
際
に
自
分
の
目
で

確
認
し
た
か
っ
た
。
例
年
に
な
く
大
雪
と
な
っ
た
二

月
上
旬
の
あ
る
日
、
こ
の
地
を
訪
ね
た
。
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部
屋
の
中
心
に
あ
る
円
卓
に
は
一
二
グ
ル
ー
プ
の
班
長
が
座
り
、

昼
は
二
〇
〇
人
、
夜
も
七
〇
〜
八
〇
人
が
詰
め
、
二
四
時
間
責
任

者
が
常
に
現
場
に
居
て
指
示
を
出
す
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

車
中
か
ら
見
た
１
〜
４
号
機

　

１
〜
４
号
機
を
車
中
か
ら
見
て
回
っ
た
。

　

震
災
時
は
定
期
検
査
中
で
、
水
素
爆
発
は
起
き
た
も
の
の
炉
心

に
燃
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
炉
心
損
傷
を
免
れ
た
４
号
機
。
建
屋

上
部
に
あ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
燃
料
を
取
り
出
す
た
め
、

鉄
骨
が
組
ま
れ
上
部
に
は
燃
料
取
り
出
し
用
カ
バ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
一
一
月
か
ら
使
用
済
燃
料
一
五
三
三
体
の
取
り
出

し
を
始
め
、
既
に
約
四
分
の
一
が
地
上
の
共
用
プ
ー
ル
に
移
さ
れ

た
。
作
業
は
順
調
で
今
年
末
ま
で
に
は
移
し
終
え
る
見
込
み
だ
。

　

１
〜
３
号
機
は
い
ず
れ
も
炉
心
を
損
傷
し
た
も
の
の
、
現
在
、

安
定
的
に
冷
温
停
止
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
溶
け
落

ち
た
燃
料
（
燃
料
デ
ブ
リ
）
の
取
り
出
し
と
い
う
、
よ
り
困
難
な

作
業
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
実
際
、
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
１
号

機
は
放
射
性
物
質
の
飛
散
を
防
ぐ
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
た
ま
ま
だ
し
、

２
号
機
建
屋
は
一
見
損
傷
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
が
、
炉
内

に
燃
料
が
溶
け
出
し
て
い
る
点
は
同
じ
。
３
号
機
の
周
辺
は
線
量

が
最
も
高
く
、
車
の
速
度
を
上
げ
て
走
り
過
ぎ
た
。

　

今
も
事
故
の
爪
痕
は
残
る
が
、
敷
地
内
の
が
れ
き
は
想
像
以
上

に
撤
去
さ
れ
、
事
故
以
来
徐
々
に
落
ち
着
き
、
環
境
が
整
っ
て
き

て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。

▲Jヴィレッジ内のレストラン ハーフ
タイム。サッカー日本代表の帯同
シェフ・西 芳照さんがシェフを務め、
ランチタイムは一般の人も利用が
できる
◀サッカー日本代表が練習に使用
したJヴィレッジのピッチは駐車場
になっている

福島第一原子力発電所の南・20kmにあるJヴィレッジ（写真上）。もとはサッ
カーのナショナルトレーニングセンターで、事故以降、事故収束のための前
線・中継基地として使用されてきたが、13年6月末に入退域管理機能を発電
所に移した。このため、Jヴィレッジで防護服姿の人を見かけることはなくなっ
ている。東京電力は18年をメドにサッカー施設として使用再開できるように
するという。Ｊヴィレッジから発電所へは専用バスが出ている。

　
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ

　

い
わ
き
市
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
、Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
楢

葉
町
）
に
昼
頃
到
着
。
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
作

業
員
が
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
大
熊
町
、

双
葉
町
）
と
の
間
を
往
復
し
て
い
た
。
発
電
所
で
は
事
故
直
後
に

比
べ
三
分
の
一
程
度
に
放
射
線
量
が
落
ち
、
昨
年
六
月
以
降
は
発

電
所
近
傍
に
着
替
え
用
の
施
設
が
で
き
た
。

　

福
島
第
一
の
敷
地
内
の
見
学
は
、
マ
ス
ク
と
透
明
の
靴
カ
バ
ー
、

線
量
計
の
軽
装
で
良
い
が
、
被
曝
線
量
の
抑
制
の
た
め
移
動
車
両

か
ら
外
に
出
な
い
な
ど
行
動
は
制
限
さ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

改
め
て
事
態
の
厳
し
さ
を
意
識
し
た
。
現
場
で
は
三
〇
〇
〇
〜

四
〇
〇
〇
人
の
作
業
員
が
日
夜
作
業
を
続
け
て
い
る
が
、
原
子
炉

建
屋
内
の
多
く
は
ま
だ
放
射
線
量
が
高
い
状
況
で
あ
る
。

免
震
重
要
棟
で
の
臨
戦
態
勢

　

福
島
第
一
１
〜
４
号
機
の
原
子
炉
や
汚
染
水
な
ど
の
状
態
を
監

視
し
て
い
る
免
震
重
要
棟
内
の
緊
急
時
対
策
室
へ
案
内
さ
れ
た
。

　

小
野
明
所
長
は
壁
面
に
並
ぶ
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
指
さ
し
、「
福

島
第
二
原
子
力
発
電
所
、
東
京
電
力
本
店
の
災
害
対
策
本
部
、
オ

フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
等
、
必
要
な
情
報
は
マ
イ
ク
を
使
っ
て
一
斉

に
八
カ
所
に
つ
な
が
る
よ
う
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
」。
事
故
当

時
の
Ｔ
Ｖ
会
議
映
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
対
策
室
内
は
当
時

の
騒
然
と
し
た
状
況
と
は
異
な
り
、
整
然
と
し
た
雰
囲
気
だ
。

▼まずは予備知識として概要説明をいただく

▲13年8月、避難指示解
除準備区域内に初めてオー
プンした楢葉町のコンビニ

▶免震重要棟内の緊急時対策室
で話を聞く

▼線量計で数値を確認しながら
車を走らせる

▲免震重要棟 ▲帰還困難区域入口の検問

東日本大震災で過酷事故に至った福島第一原子力発電所。小野所長（写
真上）によれば、現在、1〜3号機は安定的に冷温停止状態を維持しており、
4号機は13年11月、使用済燃料プールから燃料取り出しを開始、廃止措
置に向けた中長期ロードマップの第2期（〜21年）に入っているという。汚
染水については浄化処理を行った上でタンクに貯蔵。また汚染した地下水に
よる海洋汚染拡大を防ぐため、遮水壁の設置工事を行っている。
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▼汚染水漏れを点検する
タンクパトロール

▲タンクエリア
◀海側遮水壁

◀燃料取り出し用カバーが設置された
福島第一原子力発電所４号機

▲多核種除去設備（ALPS）
の建屋

▲漏れにくい溶接型タンク

▼海側の補助ボイラー建屋

◀高台から望む
福島第一原子力発電所1〜４号機

汚
染
水
対
策
と
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し

　

と
は
い
え
、
構
内
を
巡
っ
て
気
分
が
重
く
な
っ
た
の
は
、
林
立

す
る
タ
ン
ク
群
を
間
近
に
見
た
と
き
だ
。
山
側
か
ら
海
に
向
け
て

流
れ
る
地
下
水
は
一
日
約
八
〇
〇
ト
ン
、
う
ち
建
屋
内
の
地
下
階

に
約
四
〇
〇
ト
ン
が
入
り
、
放
射
性
物
質
を
含
ん
で
滞
留
し
て
い

る
。
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

建
屋
内
に
滞
留
す
る
汚
染
水
は
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
し
淡
水
化
処

理
を
施
し
て
、
原
子
炉
へ
の
注
水
冷
却
に
利
用
し
て
い
る
。
残
り

の
汚
染
水
は
一
旦
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
、
順
次
、
多
核
種
除
去
設
備

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
で
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
す
べ
て
の
放
射
性
物
質
を

除
去
、
処
理
済
水
と
し
て
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
。

　
「
汚
染
水
対
策
は
『
取
り
除
く
』『
近
づ
け
な
い
』『
漏
ら
さ
な
い
』

と
い
う
三
原
則
の
も
と
で
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
小
野
所
長
。
つ

ま
り
多
核
種
除
去
設
備
な
ど
で
汚
染
源
を
取
り
除
き
、
建
屋
に
地

下
水
を
近
づ
け
な
い
よ
う
上
流
で
汲
み
上
げ
た
り
、
ル
ー
ト
を
変

え
る
（
地
下
水
バ
イ
パ
ス
）。
そ
し
て
漏
れ
に
く
い
溶
接
型
タ
ン

ク
へ
の
リ
プ
レ
イ
ス
の
加
速
や
、
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
遮
水
壁
設

置
等
を
進
め
て
い
る
。
タ
ン
ク
の
総
貯
蔵
容
量
は
約
四
五
万
ト
ン
、

既
に
四
二
万
ト
ン
が
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
月
数
万
ト
ン
の
ペ
ー
ス

で
増
設
。
多
核
種
除
去
設
備
も
増
設
し
て
処
理
を
急
ぎ
た
い
考
え

だ
。
こ
の
た
め
人
員
的
に
も
、
福
島
第
二
や
柏
崎
刈
羽
、
工
務
・

土
木
等
オ
ー
ル
東
電
グ
ル
ー
プ
で
汚
染
水
・
タ
ン
ク
対
策
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
に
は
国
が
積
極
的
に
関
与
す
る
と

安
倍
首
相
は
表
明
し
て
い
る
が
、何
が
変
わ
っ
た
の
か
。「
国
（
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）
が
工
程
管
理
に
関
わ
る
ほ
か
、

財
政
措
置
な
ど
も
進
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
う
ま
く
動
き

始
め
ま
し
た
。
汚
染
水
対
策
は
こ
の
二
、三
年
が
勝
負
で
す
」

　

一
方
、
廃
炉
は
ど
う
か
。
一
番
の
課
題
は
？ 

と
聞
く
と
小
野

所
長
は
、「
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
で
す
。
作
業
を
開
始
す
る

ま
で
に
少
な
く
と
も
一
〇
年
は
必
要
で
す
」
と
即
座
に
答
え
た
。

　

廃
炉
工
程
で
は
、
プ
ー
ル
か
ら
の
燃
料
取
り
出
し
開
始
ま
で
を

「
第
一
期
」（
一
一
年
一
二
月
〜
一
三
年
一
一
月
一
八
日
）、
１
〜

３
号
機
の
原
子
炉
内
で
溶
け
落
ち
た
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
開

始
ま
で
を
「
第
二
期
」（
〜
二
一
年
一
二
月
）、「
第
三
期
」
で
１

〜
４
号
機
す
べ
て
の
廃
止
措
置
を
そ
の
後
三
〇
〜
四
〇
年
か
け
て

完
了
さ
せ
る
計
画
だ
。

福
島
第
二
、
明
暗
を
分
け
た
も
の

　

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
楢
葉
町
、
富
岡
町
）
は
地
震
時
全

四
基
が
運
転
中
で
、
原
子
炉
は
自
動
停
止
し
た
が
、
津
波
に
よ
り

ポ
ン
プ
な
ど
の
設
備
が
損
傷
。
そ
れ
で
も
冷
温
停
止
を
達
成
し
た
。

　

福
島
第
一
と
明
暗
を
分
け
た
の
は
、
外
部
電
源
な
ど
が
使
用
可

能
で
、
注
水
を
続
け
て
い
る
間
に
海
水
ポ
ン
プ
等
の
復
旧
に
成
功
、

原
子
炉
を
冷
却
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
復
旧
機
材
を
緊
急

調
達
し
、
総
延
長
九
ｋｍ
の
仮
設
ケ
ー
ブ
ル
を
所
員
や
協
力
会
社
社

員
二
〇
〇
人
が
ほ
ぼ
一
日
で
敷
設
す
る
と
い
う
奮
闘
も
あ
っ
た
。

　

現
在
も
四
基
は
安
定
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
る
。「
引
き
続
き

冷
温
停
止
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
人
の
技
量

循環注水冷却システムと汚染水処理

使用済燃料
プール

原子炉格納容器原子炉建屋

地下水

地下水の流入
約400t/日

約400t/日

約400t/日

原
子
炉
注
水

汚染水

タービン
建屋

原子炉圧力容器

注
水
ポ
ン
プ

汚染水
貯蔵タンク

注水タンク
淡水化
・逆浸透膜
・蒸発濃縮

一次保管施設
廃スラッジ
廃吸着剤等

処理済水
貯蔵タンク

多核種除去設備
（ALPS）

セシウムの
除去
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向
上
を
継
続
し
、
士
気
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

設し
た
ら
ち
か
し

楽
親
所
長
に
案
内
さ
れ
、
研
修
棟
へ
。「
五
人
の
運
転
員
に

よ
る
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
を
見
て
も
ら
い
ま
す
」

　

─
─
地
震
発
生
。
キ
ン
コ
ン
キ
ン
コ
ン
と
警
報
音
が
け
た
た
ま

し
く
鳴
り
響
く
。
外
部
電
源
が
な
く
な
り
、
非
常
用
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
も
津
波
に
襲
わ
れ
、
電
源
が
次
々
に
な
く
な
っ
て
い
く
。

真
っ
暗
に
な
る
制
御
室
内
。
運
転
員
が
懐
中
電
灯
を
取
り
出
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
凝
視
す
る
。「
過
酷
な
状
況
下
で
パ
ラ
メ
ー
タ
の

監
視
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
で
す
。
所
員
が
初
動
対
応
で
き
る
よ

う
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
」

原
子
炉
の
真
下
に
立
つ

　

福
島
第
二
で
は
放
射
線
管
理
区
域
内
に
も
入
っ
た
。
３
号
機
の

原
子
炉
格
納
容
器
内
。「
こ
こ
は
原
子
炉
の
真
下
で
す
」
と
設
楽

所
長
。
立
っ
て
い
ら
れ
る
高
さ
だ
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
狭
い
空
間
。

線
量
計
は
毎
時
三
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
示
し
、
管
理
区

域
で
は
線
量
は
最
も
高
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
二
時
間
い
た
場
合
、

胃
の
Ｘ
線
集
団
検
診
を
一
回
受
け
た
く
ら
い
の
線
量
（
六
〇
〇
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
に
な
る
そ
う
だ
。

　

設
楽
所
長
は
懐
中
電
灯
で
圧
力
容
器
の
底
を
照
ら
し
、「
筒
型

の
底
が
見
え
ま
す
か
？　

制
御
棒
駆
動
機
構
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
制
御
棒
を
動
か
す
装
置
が
入
っ
て
い
ま
す
。
福
島

第
一
は
炉
心
下
の
こ
の
空
間
に
燃
料
デ
ブ
リ
が
落
ち
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
」

　

マ
ー
ク
Ⅰ
型
の
福
島
第
一
の
格
納
容
器
は
、
こ
こ
よ
り
も
さ
ら

に
狭
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
に
し
て
も
今
後
、
福
島
第
一
の
燃
料

デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
が
い
か
に
大
変
か
、
が
想
像
さ
れ
た
。

福
島
復
興
を
加
速

　

福
島
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
東
京
電
力
は
一
三
年
一
月
福

島
復
興
本
社
を
設
立
し
た
。
石
崎
芳
行
代
表
は
一
〇
年
六
月
ま
で

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
所
長
を
務
め
、
定
年
後
は
富
岡
町
に

暮
ら
し
た
い
と
願
い
、
震
災
翌
日
と
な
っ
た
一
一
年
三
月
一
二
日

は
富
岡
町
に
ア
パ
ー
ト
を
下
見
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
事
故
後
、

避
難
所
で
会
っ
た
顔
見
知
り
の
住
民
の
表
情
に
、
事
故
当
事
者
と

し
て
の
責
任
を
果
た
す
決
意
を
、
改
め
て
固
め
た
と
い
う
。

　
「
我
々
社
員
は
住
民
の
方
か
ら
罵
声
を
浴
び
精
神
的
に
参
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
延
べ
約
五
万
人
の
社
員
が
家
の
片
づ
け

等
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
方
と
も
少
し
ず
つ
交
流
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

一
三
年
一
二
月
、
政
府
は
新
た
な
追
加
賠
償
策
を
決
定
し
、
賠

償
費
用
は
五
兆
円
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。「
十

数
万
人
の
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
今
後
の
生
活
に
役
立
て
る
よ

う
な
賠
償
の
し
く
み
を
国
や
自
治
体
と
検
討
し
て
い
ま
す
」

　

東
京
電
力
の
「
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
」
で
は
、
社
内
分
社

化
し
、廃
炉
事
業
全
体
を
統
括
す
る
「
廃
炉
カ
ン
パ
ニ
ー
（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
国
や
国
際
廃
炉
研
究
開
発
機
構
、
海
外
の
研
究
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
「
米
国
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
か
つ
て
核
兵
器
開
発
で
汚
染
さ
れ

た
街
で
し
た
が
、
廃
炉
技
術
を
研
究
し
な
が
ら
三
五
万
人
が
暮
ら

福島第二原子力発電所。福島第一（1F）の南・約12kmに位置し、110万
kWの炉が4基。1Fと異なり国産化率は約99％。11年3月11日は4基とも
運転中だったが、地震により自動停止。その後の津波で1号機原子炉建屋
等が浸水したものの、外部電源などが残って電源喪失を免れ、注水機能も維
持、冷温停止を達成した。その後、冷温停止の維持に必要な被水した機器の
取替などを着実に進め、2013年5月に全基復旧が完了した。

◀着替えをして
放射線管理区域に入る

▼震災直後に所員たちがほぼ1日で
敷設した仮設ケーブル

▲バスで構内視察の
現場に向かう

◀研修棟でサイトシミュレータを使って
電源喪失時の対応などの訓練を実施

◀設楽所長に訓練の意義を聞く

▲福島第二原子力発電所3号機のオペレーティングフロア
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松本真由美　まつもと　まゆみ
東京大学教養学部附属教養教育高度化機
構環境エネルギー科学特別部門客員准教授;
国際環境経済研究所（IEEI）理事
熊本県出身。上智大学外国語学部卒。大
学在学中にテレビ朝日のニュース番組のウェ
ザーキャスターになったのをきっかけに、NHK 
BS-1ワールドニュースなど報道番組のキャス
ター、レポーター、ディレクターとして取材活動
を行う。現在は東京大学での教育や研究活
動の傍ら、シンポジウム、講演、執筆など幅広
く活動。専門は環境/サイエンスコミュニケー
ション。環境・エネルギーの視点から持続可
能な社会のあり方を考察。
http://www5.ocn.ne.jp/~mmayumi/
http://yaplog.jp/m-mayu/

す
街
へ
と
再
生
し
ま
し
た
。
こ
の
街
を
モ
デ
ル
に
す
る
計
画
も
あ

り
ま
す
」

　

二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
意
識
し
ま
す
か
？

　
「
二
〇
年
に
全
日
本
の
選
手
が
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
合
宿
で
き
る

よ
う
元
通
り
に
し
て
福
島
県
に
お
返
し
す
る
つ
も
り
で
す
。
先
が

見
え
な
か
っ
た
な
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
は
、
と
我
々
も
目

標
が
見
え
、
元
気
が
出
て
い
ま
す
」

●

　
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
収
束
は
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
が
、
現
場
で
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
試
み
ら
れ
、
少
し
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い

る
。
事
故
を
起
こ
し
た
発
電
所
の
廃
炉
は
よ
り
困
難
な
作
業
を
伴

い
、
何
十
年
も
の
長
い
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
場

で
の
苦
労
や
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
難
関
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
電
力
マ
ン
や
作
業
員
ら
が
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
希
望

だ
と
思
っ
て
い
る
。

▲Jヴィレッジと発電所を結ぶ専用
バスで東京電力広報部課長・石橋
すおみさんと

BWR（沸騰水型軽水炉）圧力容器底部。BWRは下から制御棒を挿入するため、
容器底部には制御棒駆動機構につながる管や容器内の水を抜くためのパイプが無数に下がっている。
福島第二原子力発電所にて 41

2013年1月東京電力は福島復興本社を設立。Jヴィレッジ内に拠点を
置くとともに、福島市や南相馬市など福島県内各地に事務所を設け、
約1750人が賠償・除染・復興推進に取り組んでいる。関東圏から1日
約280人の社員を福島に派遣させ、仮設住宅への訪問、墓地や神社
の草刈り・清掃、被災された方々の住宅の清掃など、復興のお手伝い
を行っている。復興本社代表の石崎さん（写真左）が話してくれた。

▲Jヴィレッジ内には社員・作業員への就労実態アンケートや応援メッセージなども貼られている ▲Jヴィレッジ内の売店（下）

福島復興本社の取り組み

賠償 ◦福島原子力補償相談室　約1万人体制
◦賠償金お支払い状況　33,007億円（2013.12月末）

除染 ◦要請への対応 延べ約29,890人（2013.1〜12）

復興 ◦延べ約4.8万人が活動（2013.1〜12）
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廃
炉
へ
の
長
い
道
の
り

　

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
、
旧
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
、
性
能
確
認
試
験
中
の
４
号
機
が
爆

発
し
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に
放
出
さ
れ
る
事
故
が
起
き

た
。
汚
染
は
国
境
を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
広
が
り
、
発
電
所
か

ら
三
㎞
に
位
置
し
発
電
所
従
業
員
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
プ
リ
ピ
ャ

チ
市
を
は
じ
め
と
す
る
半
径
三
〇
㎞
圏
内
の
住
民
一
六
万
人
余
り
が

移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
の
ち
に
策
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
国
際

原
子
力
事
象
評
価
尺
度
）
で
、
世
界
で
初
め
て
「
レ
ベ
ル
７
＝
深
刻

な
事
故
」
と
い
う
評
価
を
受
け
た
事
故
だ
。

　

そ
の
後
、
九
一
年
八
月
に
独
立
を
宣
言
し
、
同
年
末
の
ソ
連
邦
崩

壊
で
名
実
と
も
に
独
立
国
家
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
同
時
に

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
当
事
国
と
な
り
、
収
束
に
向
け
た
長
い
道

の
り
を
歩
み
始
め
た
。
九
五
年
に
は
安
全
性
を
危
惧
す
る
西
側
諸
国

の
要
請
を
受
け
入
れ
、
事
故
後
も
運
転
を
続
け
て
い
た
１
〜
３
号
機

の
廃
止
を
決
定
。
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
最
後
ま
で
稼
動
し
て
い
た

３
号
機
が
運
転
を
停
止
し
た
。

　

事
故
か
ら
二
八
年
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
は
今
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
取
材
を
申
し
込
む
と
、

ユ
ー
リ
・
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
一
等
書
記
官
が
応
じ
て
く
れ
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
子
力
発
電
所
は
、
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国

営
の
原
子
力
発
電
会
社
『
エ
ネ
ル
ゴ
ア
ト
ム
』
が
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
は
〇
一
年
に
エ
ネ
ル
ゴ
ア
ト
ム
か
ら

独
立
し
、
独
立
国
営
事
業
体
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
事
業
所
』

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
従
業
員
は
約
五
千
人
。
立
入
禁
止
区
域
と

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
の
代
わ
り
に
建
設
さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
チ
チ
市
か

ら
通
勤
し
、
廃
炉
の
た
め
の
準
備
作
業
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」

石
棺
を
覆
う
百
年
シ
ェ
ル
タ
ー

　

事
故
を
起
こ
し
た
４
号
機
は
、
壊
れ
た
原
子
炉
を
早
急
に
隔
離
す

る
た
め
、
建
屋
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
石
棺
」
を
事
故
後

半
年
で
建
設
。
も
と
も
と
応
急
措
置
的
に
建
造
し
た
だ
け
に
、
強
度

も
放
射
線
遮
蔽
性
も
十
分
と
は
言
い
難
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
現
状
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
子
力
政
策ނࣄޙͷνΣルϊϒΠϦ4߸ػ ⡥DhOQQ.HPW.VB

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
西
側
諸
国
と
の
国
際
協
力
の
下
、
石
棺
の
補
強
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
石
棺
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
ア
ー
チ
型
の
新
た
な
防

護
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
を
決
定
。
新
シ
ェ
ル
タ
ー
は
〇
七
年
着
工
、

一
五
年
一
〇
月
完
成
、
翌
一
六
年
か
ら
の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
１
〜
３
号
機
の
廃
止
措
置
は
、
四
段
階
に
分
け
て
実
施
さ

れ
る
。
第
一
段
階
は
使
用
済
燃
料
の
取
り
出
し
で
、
こ
れ
は
既
に
完

了
。
続
く
第
二
段
階
（
〜
二
八
年
頃
）
で
原
子
炉
施
設
を
閉
鎖
し
て

閉
じ
込
め
る
。
そ
の
後
、
自
然
に
放
射
線
レ
ベ
ル
の
低
下
を
待
つ
第

三
段
階
（
〜
四
五
年
頃
）
を
経
て
、
第
四
段
階
（
〜
六
四
年
頃
）
で

プ
ラ
ン
ト
の
解
体
撤
去
を
行
う
、
と
い
う
工
程
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
発
電
所
か
ら
半
径
三
〇
㎞
の
立
入
禁
止
区
域
に
は
、
サ
イ

世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
二
八
年
。

ソ
連
崩
壊
で
当
事
国
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
廃
炉
へ
の
歩
み
を
進
め
る
一
方
、

原
子
力
発
電
を
堅
持
し
、
現
在
も
電
力
需
要
の
約
半
分
を
賄
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
原
子
力
の
展
望
は
─
─
。

東
京
・
西
麻
布
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
を
訪
ね
、
話
を
聞
い
た
。

U
k

r
a

in
e

ϢーϦɾΫγφϦϣϑɹΫϥΠφେؗҰॻه
ʮౡɾνΣルϊϒΠϦʯڠ力ɾՊ ɾֶٕ ज़ɾใ୲

ɾ৽γΣルλーɻػ߸ઃதͷνΣルϊϒΠϦ4ݐ
ޙ͢ΔॴͰΈཱͯɺྡʹػ߸4
Ϩール্ΛҠಈ͞ ͤͯ石Λ෴͏  
⡥DhOQQ.HPW.VB
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ト
内
と
近
隣
地
区
の
除
染
に
よ
り
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管

施
設
が
複
数
建
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
廃
止
措
置
に
合
わ
せ
て
新

た
な
施
設
を
建
設
中
。
一
五
年
ま
で
に
完
成
す
る
と
い
う
。

　

し
か
し
問
題
は
４
号
機
だ
。
こ
ち
ら
は
溶
け
た
燃
料
の
取
り
出
し

も
ま
ま
な
ら
ず
、
新
シ
ェ
ル
タ
ー
の
完
成
を
待
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
て
取
り
出
す
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
新
シ
ェ
ル
タ
ー
は
高
さ
一
〇
八
ｍ
、
鋼
鉄
製
で
、
設
計
寿
命
は

百
年
。
内
部
に
は
ク
レ
ー
ン
な
ど
も
装
備
さ
れ
、
燃
料
取
り
出
し
か

ら
石
棺
の
解
体
ま
で
す
べ
て
の
廃
炉
作
業
が
シ
ェ
ル
タ
ー
内
で
行
え

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

と
は
い
え
今
後
の
工
程
は
未
確
定
の
部
分
が
多
く
、
廃
炉
作
業
に

必
要
な
技
術
も
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
溶
融
し
た

燃
料
の
取
り
出
し
に
不
可
欠
な
遠
隔
操
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
で
も
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
だ
か
ら
私
た
ち
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
を
経
験
し
た
日
本
と
協
力

し
て
技
術
開
発
を
進
め
た
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
日
本
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
役
に
立
つ
技
術
を
生
み
出
す
た
め
、

ぜ
ひ
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

を
与
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
に
よ
る
赤
字
拡
大
が
拍
車
を
か
け
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
九
三
年
、
凍
結
を
撤
回
。

既
存
発
電
所
を
再
稼
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
九
五
年
以
降
、
新
た
に

三
基
が
運
転
を
開
始
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
半
の
国
民
は
納
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。『
電

気
が
足
り
な
い
な
ら
原
子
力
に
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い
』
と
」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
現
在
、
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
、
ロ
ブ

ノ
、
サ
ウ
ス
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
四
発
電
所
一
五
基
が
運
転
し
て
お
り
、

設
備
容
量
は
約
一
三
〇
〇
万
kW
。
世
界
第
七
位
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
原
子
力
大
国
で
、
一
二
年
の
発
電
電
力

量
は
約
九
〇
〇
億
kWh
。
総
発
電
電
力
量
約
一
八
五
〇
億
kWh
の
ほ
ぼ
半

分
、
四
八
％
を
原
子
力
が
担
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を
め
ざ
す

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
原
子
力
を
選
択
す
る
背
景
に
は
、
も
う
一
つ
大
き

な
理
由
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
問
題
だ
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
約
六
〇
％
。
ウ
ラ
ン
と

世界はいま――Ukraine

電
気
が
足
り
な
い
な
ら
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
二
五
年
後
の
一
一
年
三
月
一
一
日
に

起
き
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
と
同
等
の
「
レ
ベ
ル
７
」
の
評
価
。
日
本
で
は
原
子
力
へ
の
不

安
が
高
ま
り
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所
は
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め

稼
動
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
は
同
様
の
こ
と
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
直
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
も
起
き
て
い
た
。
九
〇
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
は
、
原
子
力

発
電
所
の
建
設
凍
結
を
決
議
。
稼
動
中
の
原
子
力
発
電
所
一
五
基
も

順
次
運
転
を
停
止
し
、
電
力
需
要
の
約
五
〇
％
を
賄
っ
て
い
た
原
子

力
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

　
「
し
か
し
結
局
、
他
の
電
源
だ
け
で
必

要
な
電
力
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
照
明
も
満
足
に
使
え
ず
、
街
も

家
も
と
て
も
暗
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
産
業
へ
の
影
響
が

深
刻
で
し
た
」
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は

述
懐
す
る
。

　

国
土
の
半
分
を
肥
沃
な
平
地
が
占
め
、

古
く
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
倉
地
帯
」

と
称
さ
れ
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
鉄
を

は
じ
め
と
す
る
鉱
物
資
源
に
も
恵
ま
れ
、

旧
ソ
連
時
代
か
ら
鉄
鋼
、
造
船
、
航
空
な

ど
の
重
化
学
工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
し
か

し
独
立
前
後
の
混
乱
と
原
子
力
停
止
に

よ
る
電
力
不
足
は
産
業
に
深
刻
な
打
撃

⡥&VSPQFBO #BOk GPS 3FDPOTUSVDUJPO BOE %FWFMPQNFOU ྃΛࣄڧͷิɻ08ʹ石ػ߸ͷνΣルϊϒΠϦ4ࡏݱ

্ʗཱೖ۠ࢭېҬͱͳͬ ϓͨϦϐϟνͷொɻ
͔ͭͯൃిॴैۀһՈͳͲ͕ ॅΜͰ͍ͨ
⡥1FUS 1BWMJDFk�*"&"

ԼʗϓϦϐϟνͷΘΓʹ ৽ͨʹͭ͘ ͬͨ スϥϰννͷொ
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再生可能エネルギー
0.005％

水力 5.6％
ガス 9.9％

1TWh＝10億kWh

再生可能エネルギー 4.6％

水力 7.4％

ガス 5.3％

̎̌ ̏̌ 
̎̌ ̍̍ 

石炭
38.0％ 石炭

35.7％

原子力
46.5％

原子力
47.0％

̍̕ ̐
58I

̎̔ ̎
58I

ウクライナの電源別発電電力量構成比
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石
炭
は
豊
富
で
、
ウ
ラ
ン
は
約
百
年
、
石
炭
は
四
百
年
も
自
給
で
き

る
量
で
す
。
一
方
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
は
乏
し
く
、
輸
入
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
」
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は
言
う
。

　

特
に
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
供
給

安
定
性
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
左
右
さ
れ
る
。
〇
五
年
と
〇
九
年
、

二
度
に
亘
っ
て
供
給
が
停
止
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
ま
で
波
及
し
た
の

も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
不
安
定
性
を
緩
和
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
力
を
高
め
る
た
め
、
原
子
力
を
主
軸
に
据
え
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

と
は
い
え
自
立
は
容
易
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ウ
ラ
ン
だ
け

で
な
く
、
燃
料
被
覆
管
な
ど
に
使
わ
れ
る
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
も
豊
富
だ

が
、
こ
れ
ら
は
一
旦
ロ
シ
ア
に
送
ら
れ
、
燃
料
と
な
っ
て
戻
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
原
子
力
に
お
い
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
・

燃
料
加
工
と
い
う
重
要
工
程
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
私
た
ち
は
ロ
シ
ア
依
存
を
低
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
少
し

ず
つ
始
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
燃
料
製
造
の
一
部
を
ア
メ
リ
カ
に
委

託
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
既
に
一
つ
の
発
電
所
で
『
ア
メ
リ
カ

製
』
の
燃
料
を
試
験
導
入
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
将
来
的
な
燃
料
国
産
化
も
視
野
に
、
一
三
年
、
ウ
ラ
ン
濃

縮
工
場
の
建
設
を
開
始
、
三
〜
四
年
後
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

原
子
力
安
全
の
世
界
標
準
に
沿
っ
て

　
「
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
に
お
い

て
、
高
品
質
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
供
給
源
多
様
化
や
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
立
と
い
っ
た
基
本
戦
略
の

も
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
射
量
に
恵
ま
れ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
は
太
陽
光
発
電
の
適
地
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
ペ
ロ
ボ
太
陽
光
発
電
所
（
出
力
一
〇
万
kW
。
建

設
当
時
は
世
界
最
大
）
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
ま
だ
一
％
以

下
の
再
エ
ネ
比
率
を
二
〇
三
〇
年
に
は
一
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
「
二
〇
三
〇
年
時
点
も
一
番
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
原
子
力
だ
。
引
き
続
き
総
発
電

電
力
量
の
四
七
〜
五
〇
％
を
賄
う
べ
く
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
３
号
機

（
一
八
年
運
転
開
始
予
定
）、
同
４
号
機
（
二
〇
年
）
の
新

設
に
加
え
、
既
存
発
電
所
の
リ
プ
レ
イ
ス
と
運
転
期
間
延

長
に
よ
り
、
原
子
力
を
約
一
・
五
倍
（
一
三
二
五
億
kWh
）

に
増
強
す
る
計
画
だ
。

　

現
在
、
運
転
中
の
原
子
力
発
電
所
一
五
基
は
、
す
べ
て

ロ
シ
ア
製
の
加
圧
水
型
原
子
炉
で
、
う
ち
一
二
基
が
旧
ソ

連
時
代
の
も
の
。
既
に
運
転
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過

し
た
炉
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
順
調
に
安
定
運
用
さ
れ
て

い
る
、
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は
言
う
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
フ
ク
シ
マ
事
故
後
に
Ｅ
Ｕ
が
実
施

し
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
も
自
主
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
も
協
調
し
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
原
子
力
安
全
の
世
界
標
準
に
従
っ
て
い
き
ま

す
」

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

等
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
急
性
放
射
線
障
害

で
亡
く
な
っ
た
人
は
二
八
人
。
半
径
三
〇
㎞
圏
内
は
今
も
立
入
禁
止

だ
が
、
七
〇
人
ほ
ど
の
老
人
は
こ
の
地
を
離
れ
た
く
な
い
と
ず
っ
と

住
み
続
け
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
一
一
年
、
発
電
所
周
辺
の

放
射
線
レ
ベ
ル
の
低
下
か
ら
正
式
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ツ
ア
ー
を

認
可
。
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
と
い
う
。

　

取
材
の
数
日
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
で
反
政
府
勢
力
と

治
安
部
隊
が
衝
突
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
惨
事
が
起
き
た
。
痛

ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
に

位
置
す
る
こ
の
国
の
難
し
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
同

時
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
い
う
長
く
厳
し
い
試
練
の
只
中
に

あ
っ
て
な
お
、
原
子
力
を
堅
持
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
図
ろ
う
と

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
選
択
が
腑
に
落
ち
た
気
が
し
た
。

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

世界はいま――Ukraine
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●
再
エ
ネ
開
発
の
経
緯

─
─
電
力
会
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
消
極
的
と

い
う
意
見
が
あ
る
が
？

　

い
や
、
関
西
電
力
は
昔
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
て
き
た
。
か
つ
て
「
世
紀
の
難
工
事
」
と
言

わ
れ
た
黒
四
な
ど
の
水
力
開
発
に
始
ま
り
、
一
九
八
六

年
か
ら
は
神
戸
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
太
陽
光
発
電
の

系
統
連
系
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法＊

制
定
が
後
押
し

と
な
っ
て
、
一
段
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災
前
の
一
〇
年

に
は
、
堺
太
陽
光
発
電
所
を
国
内
電
力
会
社
初
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
と
し
て
一
部
営
業
運
転
開
始
さ
せ
た
。
私
自

身
、
当
時
は
大
阪
南
支
店
に
勤
務
し
て
お
り
、
堺
市
と

一
緒
に
竣
工
を
祝
っ
た
。

　

ま
た
舞
鶴
火
力
発
電
所
で
は
、
〇
八
年
か
ら
石
炭
に

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
混
焼
す
る
な
ど
、
既
に
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
も
手
が
け
て
い
る
。
〇
四
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
関

西
電
力
の
本
店
ビ
ル
で
は
河
川
水
の
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
を
導
入
。
グ
ル
ー
プ
企
業

が
熱
供
給
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
隣
接

す
る
ダ
イ
ビ
ル
な
ど
へ
も
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
再
エ
ネ
に
対
し
て
は
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
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再生可能エネルギーへの
取り組みは？
資源小国・日本にとって再生可能エネルギーは
エネルギーセキュリティ上、大きな意味を持つ。

「再生可能エネルギーに消極的」という声もあるなか、
地域エネルギー開発の統括責任者に話を訊いた。

松村孝夫 ؔిྗ ࣥߦһ ૯߹اըຊ部෭ຊ部

●
取
り
組
み
姿
勢
と
実
績

─
─
一
二
年
七
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
開
始
さ
れ
、
企
業
や
自
治
体

な
ど
も
再
エ
ネ
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
電
力
会
社

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
で
い
る
の
か
？ 

　

ま
ず
は
安
定
供
給
確
保
を
前
提
に
、
電
力
系
統
へ
再

エ
ネ
の
受
入
を
確
実
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
お
客
さ
ま

へ
の
供
給
義
務
を
負
う
者
と
し
て
、
出
力
変
動
の
激
し

い
太
陽
光
や
風
力
を
受
入
れ
て
も
安
定
供
給
に
支
障
を

来
さ
な
い
た
め
の
技
術
開
発
が
重
要
だ
。
既
に
堺
太
陽

光
発
電
所
に
近
接
す
る
変
電
所
に
蓄
電
池
を
設
置
し
、

需
給
制
御
に
関
わ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
若
狭

地
域
で
も
太
陽
光
の
系
統
へ
の
影
響
を
検
証
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
こ
う
し
た
技
術
開
発
の
た
め
に
も
、
ま

た
自
治
体
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
、
自
ら
再
エ
ネ
開
発
を
手
が
け
て
い
く
。

堺
太
陽
光
以
降
の
目
標
と
し
て
、
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ

が
一
体
と
な
っ
て
、
当
面
約
一
〇
万
ｋＷ
程
度
の
再
エ
ネ

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

─
─
近
年
の
開
発
実
績
は
？

　

堺
太
陽
光
発
電
所
が
一
一
年
に
全
面
運
開
し
た
ほ
か
、

若
狭
お
お
い
太
陽
光
発
電
所
と
、
京
都
府
精
華
町
に
あ

る
け
い
は
ん
な
太
陽
光
発
電
所
が
昨
年
相
次
い
で
運
転

を
開
始
し
た
。
こ
の
三
月
に
は
当
社
グ
ル
ー
プ
が
発
電

設
備
建
設
・
運
転
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
近
鉄

花
吉
野
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
も
運
開
。
風
力
で
は
淡
路
風

力
発
電
所
、
小
水
力
と
し
て
は
新
黒
薙
第
二
水
力
発
電

所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
に
運
転
を
開
始
し
て
い
る＊

。
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─
─
各
地
で
開
発
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
？

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
多
く
の
自
治
体
が
防
災
や
地

域
振
興
の
観
点
か
ら
再
エ
ネ
開
発
に
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
遊
休
地
を
利
用
し
た
い
と
か
、
再
エ
ネ
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
我
々
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
役
に

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
一
二
年
四
月
、
窓
口

と
な
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
を
新
設
。
自
治
体
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
な
が
ら
、
互

い
に
協
力
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
け
い
は
ん
な
太
陽
光
発
電
所
は
、
関
西
電
力

の
所
有
地
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
）
が
発
電
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
計
画
段
階
か
ら
京
都
府
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
た
案
件
。
近
隣
住
民
の
方
々
へ
の
ご
説
明
は
京

都
府
と
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
が
共
同
で
実
施
。
ま
た
発
電
所
の

日
射
量
、
発
電
出
力
な
ど
の
デ
ー
タ
は
京
都
府
が
運
営

す
る
環
境
学
習
施
設
「
け
い
は
ん
な

２ｅ
未
来
ま
な
び

パ
ー
ク
」
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
府
民
へ
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
関
西
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
開
発
の
苦
労

─
─
再
エ
ネ
は
自
然
環
境
や
気
象
条
件
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
関
西
に
は
適
地
が
少
な
い
と
も
聞
く
が
？

　

残
念
な
が
ら
、
確
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
例
え
ば
風
力
発
電
の
事
業
化
の
目
安
は
年
間
平
均

上ʗੴมిॴి࣮ূɹԼʗ৽ࠇಽୈೋൃిॴ
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え
て
、
日
射
量
や
発
電
量
の
デ
ー
タ
を
継
続
し
て
分
析

し
て
い
る
が
、
七
万
枚
の
パ
ネ
ル
か
ら
不
具
合
の
一
枚

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
、

意
外
と
大
変
な
の
が
除
草
作
業
。
雑
草
を
放
置
す
る
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
設
計
段
階

で
防
草
シ
ー
ト
を
敷
く
対
策
は
し
て
い
る
が
、
所
員
に

よ
る
除
草
に
も
、
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

鳥
の
糞
や
埃
な
ど
の
異
物
は
発
電
量
低
下
の
原
因
と

な
る
が
、
七
万
枚
も
の
パ
ネ
ル
を
清
掃
す
る
コ
ス
ト
と

労
力
を
考
え
れ
ば
、
雨
で
表
面
が
洗
い
流
さ
れ
る
た
め
、

雨
も
あ
り
が
た
い
。

　

設
計
・
計
画
段
階
の
自
然
任
せ
は
禁
物
だ
が
、
逆
に

運
用
段
階
で
は
、
一
部
で
は
自
然
な
ら
で
は
の
気
ま
ぐ

れ
も
甘
受
し
な
が
ら
、
そ
の
恵
み
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

う
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
今
後
の
見
通
し

─
─
当
面
の
再
エ
ネ
開
発
目
標
は
一
〇
万
ｋＷ
。
実
現
の

目
処
は
？

　

太
陽
光
は
一
四
年
度
中
に
、
若
狭
高
浜
太
陽
光
発
電

所
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
有
田
市
や
兵
庫
県
淡
路
市
で

も
運
転
開
始
予
定
。
一
三
年
度
中
に
運
転
開
始
し
た
も

の
を
含
め
る
と
六
七
〇
〇
〇
ｋＷ
に
な
る
。
風
力
は
関
西

の
適
地
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
管
外
も
含
め
て
検
討

し
た
結
果
、
愛
知
県
田
原
市
で
六
〇
〇
〇
ｋＷ
の
発
電
所

を
建
設
中
。
六
月
運
開
の
予
定
だ
。

　

小
水
力
発
電
と
し
て
は
、
既
存
水
力
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
よ
る
出
力
増
強
の
ほ
か
、
黒
部
川
水
系
の
出
し
平
ダ

し
た
。
若
狭
お
お
い
太
陽
光
発
電
所
で
は
、
降
雪
地
帯

で
あ
る
た
め
、
積
雪
に
よ
る
荷
重
や
発
電
量
減
少
の
影

響
も
評
価
し
た
上
で
架
台
の
設
計
を
行
っ
た
。
平
地
と

山
間
地
で
も
全
く
条
件
が
違
う
か
ら
、
ほ
ぼ
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
。
最
初
の
設
計
を
水
平
展
開
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
と

い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

─
─
運
用
面
で
の
苦
労
は
？

　

堺
太
陽
光
発
電
所
で
は
、
不
具
合
の
早
期
発
見
に
備

風
速
六
ｍ
／
秒
以
上
だ
が
、
六
甲
お
ろ
し
の
よ
う
な
突

風
で
は
な
く
一
定
以
上
の
風
が
安
定
的
に
吹
き
、
台
風

や
落
雷
の
少
な
い
地
点
が
望
ま
し
い
。
関
西
で
そ
う
し

た
場
所
は
ご
く
限
ら
れ
る
。
地
熱
発
電
も
近
年
温
泉
熱

を
利
用
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

温
泉
地
な
ら
ど
こ
で
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
た
関
西
は
適
地
が
少
な
い
。

　

将
来
的
な
可
能
性
で
い
え
ば
潮
流
発
電
。
海
中
に
設

置
し
た
タ
ー
ビ
ン
を
潮
流
で
回
転
さ
せ
て
発
電
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
渦
潮
で
有
名
な
明
石
海
峡
や
鳴
門
海
峡
の

よ
う
な
潮
流
の
激
し
い
場
所
が
適
地
と
さ
れ
、
関
西
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
比
較
的
大
き
い
。
地
元
自
治
体
も
検

討
を
進
め
て
お
り
、
我
々
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

が
、
実
用
化
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

─
─
と
な
る
と
、
期
待
で
き
る
の
は
？

　

日
当
た
り
の
悪
い
場
所
や
多
雨
地
帯
で
な
い
限
り
、

導
入
可
能
な
太
陽
光
発
電
が
ま
ず
は
一
番
手
。
関
西
電

力
管
内
の
再
エ
ネ
導
入
量
を
見
て
も
、
太
陽
光
に
大
き

く
偏
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

た
だ
、
我
々
も
自
ら
開
発
し
て
み
て
実
感
し
た
こ
と

だ
が
、
太
陽
光
は
原
子
力
や
火
力
な
ど
と
異
な
り
、
運

転
開
始
後
の
運
用
改
善
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
。
設
置

し
た
時
点
で
ほ
ぼ
勝
負
が
決
ま
る
と
言
っ
て
も
い
い
。

「
パ
ネ
ル
さ
え
設
置
す
れ
ば
発
電
で
き
る
」
と
安
易
に

設
置
す
る
と
失
敗
し
か
ね
な
い
。
一
般
の
ご
家
庭
で
も
、

せ
っ
か
く
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
も
南
側
に
高
層
ビ
ル
が

建
つ
と
発
電
で
き
な
く
な
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
も
敷
地

͚͍Μͳଠཅޫൃిॴ

ए͍͓͓ڱଠཅޫൃిॴ

୶࿏෩ྗൃిॴ

電力供給エリア別の導入ポテンシャル分布状況

が
あ
る
と
し
て
も
、
建
設
に
か
か
る
工
事
費
や
発
電
量

低
下
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
綿
密
に
現
地
調
査
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
適
し
た
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

─
─
で
は
発
電
所
ご
と
に
設
計
を
変
え
て
い
る
？

　

も
ち
ろ
ん
。
太
陽
光
を
設
置
す
る
場
所
に
よ
っ
て
気

候
や
地
形
が
異
な
る
た
め
発
電
所
ご
と
に
設
計
を
変
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
パ
ネ
ル

自
体
や
風
圧
等
の
荷
重
を
考
慮
し
て
設
計
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
堺
太
陽
光
発
電
所
は
風
の
強
い
臨
海
部
に
立

地
し
、
風
圧
に
耐
え
る
架
台
に
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が

嵩
む
。
パ
ネ
ル
の
傾
斜
角
を
調
整
す
る
な
ど
し
て
、
風

圧
を
軽
減
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量
を
大
幅
に
低
減

関西電力グループの再生可能エネルギーの取り組み状況（2014年3月時点）
ݯి ։ൃҊ݅ ن ӡస։࢝ ओମۀࣄ

太陽光
（6.7万ｋW）

（ࢢࡖࡕେ）ଠཅޫൃిॴࡖ （10,000L8） 20119݄ ؔిྗ
ए͍͓͓ڱଠཅޫൃిॴ（Ҫ͍͓͓ݝொ） 500L8 201311݄ ؔిྗ
͚͍Μͳଠཅޫൃిॴ（京ਫ਼՚ொ） 2,000L8 201312݄ ؔిΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ
एߴڱଠཅޫൃిॴ（Ҫߴݝொ） 500L8 2014༧ఆ ؔిྗ
Վݝࢁ༗ాࢢ（Վݝࢁ༗ాࢢ） 30,000L8 2014༧ఆ ؔిΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ
ฌݝݿ୶࿏ࢢ（ϢʔςΟϦςΟαʔϏε）（ฌݝݿ୶࿏ࢢ） 30,000L8 2014༧ఆ ؔిΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ
ಸྑݝՖ٢（ϢʔςΟϦςΟαʔϏε）（ಸྑ٢ݝ܊） 3,000L8 20143݄ ؔిΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ
（ࢢ࠭ߴݝݿฌ）ιʔϥʔεςʔγϣϯ࠭ߴ4// 1,000ｋＷ 20143݄ ຊωοτϫʔΫαϙʔτ

風力
（1.8万ｋW）

୶࿏෩ྗൃిॴ（ฌݝݿ୶࿏ࢢ） 12,000L8 201212݄ ؔిΤωϧΪʔ։ൃ
（ࢢݪాݝѪ）෩ྗൃిॴݪా 6,000L8 20146݄༧ఆ ؔిΤωϧΪʔ։ൃ

水力
（0.79万ｋＷ）

৽ࠇಽୈೋൃిॴ（ࠇݝࢁ部ࢢ） 1,900L8 201212݄ ؔిྗ
（܊٢ాݝҪ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ൃిॴ1ߥࢢ �1,000L8 20144݄༧ఆ ؔిྗ
（܊༗ాݝࢁՎ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ॴ1ిൃాࡾ �104L8 201411݄༧ఆ ؔిྗ
ग़͠ ฏൃిॴ（ҡྔྲྀ࣋）（ࠇݝࢁ部ࢢ） 510L8 201412݄༧ఆ ؔిྗ
（܊ીݝ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ඌൃిॴ1ࡾ �1,700L8 20154݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ1ࠇ �900L8 20159݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ2ࠇ �900L8 201712݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ3ࠇ �900L8 201912݄༧ఆ ؔిྗ

バイオマス
（0.57万kW）

Րྗൃిॴ（ࠞম）（京ࢢ） （180万ｋＷੴՐ ͱྗͷࠞম） 20088 （݄ࠞম։࢝） ؔిྗ
ฌݝݿேདྷࢢ（ฌݝݿேདྷࢢ） 5,700L8 20162݄༧ఆ ະఆ

্෩ྗ

北海道 東北 東京 北陸 中部 ؔ 中国 四国 九州 沖縄

༸্෩ྗ
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（万ｋＷ）

（万ｋＷ）

■ 8.5ｍ/ｓ以上
■ 8.0～8.5ｍ/ｓ
■ 7.5～8.0ｍ/ｓ
■ 7.0～7.5ｍ/ｓ

■ 6.5～7.0ｍ/ｓ
■ 6.0～6.5ｍ/ｓ
■ 5.5～6.0ｍ/ｓ

■ 8.5ｍ/ｓ以上
■ 8.0～8.5ｍ/ｓ
■ 7.5～8.0ｍ/ｓ

■ 7.0～7.5ｍ/ｓ
■ 6.5～7.0ｍ/ｓ
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●
課
題
と
抱
負

─
─
関
西
電
力
は
今
後
も
再
エ
ネ
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
？

　

現
在
、
関
西
電
力
は
原
子
力
の
長
期
稼
動
停
止
に
よ

っ
て
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
態
に
あ
る
が
、
資
源
の
乏

し
い
日
本
に
と
っ
て
、
再
エ
ネ
は
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

原
子
力
も
、
再
エ
ネ
も
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
Ｓ

＋
３
Ｅ
（
安
全
確
保
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

経
済
性
、
環
境
性
）
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

だ
か
ら
再
エ
ネ
も
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
使
え
る
も
の
は

何
で
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

─
─
技
術
課
題
も
多
い
？

　

系
統
安
定
化
の
た
め
の
技
術
開
発
を
は
じ
め
、
不
規

則
な
自
然
を
利
用
す
る
に
は
技
術
力
で
で
き
る
だ
け
不

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
「エネルギーは、平時はコモディティだが、有事の際はウェポンに
変わる。にも拘らずウェポンとして見ている人は極めて少ない」。
鼎談での指摘の一つです。今号は「日本の安全保障とエネル
ギー」をテーマに、「鼎談」では宮家邦彦さん、小山堅さん、永濱
利廣さんに議論いただくとともに、続く「オピニオン」では、安全保
障、自給率、資源外交、備蓄、原子燃料サイクルというエネルギー
セキュリティに関わる5つの観点から、5 人の識者・専門家に提言
をいただきました。
普段はコモディティとして意識しなかったエネルギーに、日本人の
目を向けさせたのが11 年 3月の福島第一原子力発電所事故。
あれから3 年。「エコルーツ紀行」では、松本真由美さんと東京
電力福島第一・第二原子力発電所を訪ね、メディア報道ではわか
らない現場の状況を見てきました。
そして福島と同じ「レベル7」（深刻な事故）の評価を世界で初め
て受けたのが、86 年 4月に起きたチェルノブイリ事故。「世界は
いま」では、ウクライナ大使館に、チェルノブイリの現状と、今も発
電電力量の約 50％を原子力で賄っているウクライナの原子力政
策を取材しました。
一方、日本では、電力会社は原子力優先で再生可能エネルギー
には消極的という声もあります。「かんでんFOCUS」では再エネ
への取り組みについて訊きました。
春は曙。夜明けを待つ想いを載せて、新しい『躍』をお届けします。

ຊࢽ২༉ΠϯΩΛ༻͠ ͯ ·͍͢ ɻ

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／渡辺俊一
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

ࢪ࣮͠ʹ20142݄14·Ͱࡐͷऔ߸ࠓ ͨͷͰ͢ɻ

ム
で
「
維
持
流
量
発
電
」
を
計
画
し
て
い
る
。
ダ
ム
下

流
の
環
境
保
全
な
ど
の
た
め
に
放
流
し
て
い
る
水
を
利

用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
、
大
切
な
資
源
を
最
大
限
活

用
し
て
い
く
。

　

ま
た
兵
庫
県
朝
来
市
で
は
未
利
用
木
材
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
専
焼
発
電
所
建
設
に
向
け
、
地
元
自
治
体

や
県
森
林
組
合
連
合
会
ら
と
本
格
検
討
を
開
始
。
県
森

連
等
が
燃
料
と
な
る
チ
ッ
プ
製
造
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

会
社
が
発
電
事
業
を
行
い
、
関
西
電
力
に
売
電
す
る
ス

キ
ー
ム
で
、
官
民
協
働
の
「
兵
庫
モ
デ
ル
」
と
し
て

一
六
年
の
事
業
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
現
在
計
画
し
て
い
る
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、

約
九
万
八
六
〇
〇
ｋＷ
に
な
る
。

─
─
先
の
け
い
は
ん
な
は
関
西
電
力
が
土
地
も
提
供
し

た
が
、
地
域
と
の
連
携
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
？

　

自
治
体
な
ど
に
土
地
を
お
借
り
し
て
我
々
が
事
業
主

体
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
に
よ
り
設

備
の
設
計
・
建
設
か
ら
運
転
・
保
守
ま
で
を
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

形
で
事
業
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
種
類
も
利
用
ニ
ー
ズ
も
地
域
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
画
一
的
な
事
業
ス
キ
ー
ム

は
馴
染
ま
な
い
。
我
々
の
関
与
の
仕
方
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
自
然
体
で
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
合
わ
せ
た
、
い
わ
ば
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
し
て
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

औࡐɾฤूʗాۼ༝ඒࢠ

確
実
性
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
太
陽
光

発
電
だ
が
、
安
定
し
た
電
源
と
し
て
活
用
す
る
に
は
発

電
量
を
あ
る
程
度
正
確
に
予
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
高
い
精
度
で
雲
の
状
態
を
予
測
し
、
日
射
量

を
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
難
し
い
技
術

だ
が
、
太
陽
光
発
電
を
安
定
し
て
系
統
に
導
入
す
る
た

め
随
分
以
前
か
ら
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

─
─
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
は
？

　

冒
頭
で
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
関
西
電
力
は
原
子
力

全
盛
の
時
代
か
ら
再
エ
ネ
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
、
再
エ
ネ
が
叫
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
諸
先

輩
が
築
い
た
常
に
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
る
と
い
う
伝
統
を

我
々
も
受
け
継
ぎ
、
僅
か
な
量
で
も
で
き
る
限
り
自
然

の
力
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上ʗ୶࿏෩ྗൃిॴɹԼʗՐྗൃిॴ
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